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昭和、平成、そして令和と3時代を駆け抜けてきた

岸谷香の楽曲たち。

プリンセス プリンセスの楽曲や岸谷香の最新ソロ作品を

ピアノとアコースティックギターでお届けします。

※2歳以下膝上無料、ただし席を必要とする場合は有料

開　　場▶午後3時　　開　　演▶午後3時30分

チケット▶6月1日（土）午前9時から松井田文化会館窓口で

　　　　　販売開始

※電話でのお申し込みは6月1日（土）午後1時から

※チケットのお求めは1人4枚まで（発売初日のみ）

問合せ▶安中市松井田文化会館（☎393－4400）  

安中市のごみ排出量を
ご存知ですか？

岸谷　香
KAORI PARADISE 2019

9月14日（土）
安中市松井田文化会館　大ホール
全席指定　前売 4,500円
　　　　　当日 5,000円

「
安
中
市
み
ん
な
の
便
利
帳

2
0
1
9
」
が
配
布
さ
れ
ま
す

　市
役
所
で
行
う
各
種
手
続
き
や
観
光

情
報
な
ど
を
紹
介
す
る
「
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中
市
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ん

な
の
便
利
帳
2
0
1
9
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を
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民
協
働

事
業
で
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
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ス
と
共

同
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行
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ま
し
た
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　6
月
1
日（
土
）か
ら
6
月
末
を
目
安

に
、
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
の
配
布

ス
タ
ッ
フ
が
市
内
の
全
世
帯
に
無
料
で

配
布
し
て
回
り
ま
す
。

　ぜ
ひ
、
日
常
生
活
に
お
役
立
て
く
だ

さ
い
。
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　これから、雨などが降りやすい季節になります。資源ごみ（古紙、古着・古布）のごみステーション回収（行政回収）を
毎月１回実施しております。ごみの量を減らしリサイクル率を増やすため、ご協力をお願いします。

古紙は、濡れてもリサイクルに支障がありませんので、雨天でも回収します。
種類ごとに紙ひもなどで束ねるか、紙袋に入れ、ひもで結び中身が出ないよう
にしてお出しください。
※シュレッダー細断紙は袋に入れても回収されません（有価物集団回収（廃品回
収）や碓氷川クリーンセンターへ直接搬入をお願いします）。
※ビニール袋に入れると、古紙とは判断されず回収はされません。
※防水加工紙、印画紙、食品残渣のついた紙などは出せません。

ごみピットに集まった燃えるごみ
は、クレーンによって均等に混ぜら
れます。混ぜることにより、ムラな
く焼却することができます。

アルミ缶・スチール
缶は磁石で機械選別
されるので同じ袋に
入れて出せます。
缶詰の缶など不純物
が混ざると売却単価
が下がってしまいま
す。

燃
え
る
ご
み

雨や雪の日の資源ごみ（古紙、古着・古布）の出し方

月曜日～金曜日（年末年始を除く）の午前8時30分～11時30分、午後1時～4時30分に種類ごとに分別して搬入してくだ
さい。（資源ごみについては、市の燃えるごみ指定袋に入れる必要はありません。処理手数料もかかりません。）
※資源ごみ（古紙、古着・古布）のごみステーション回収（行政回収）は、有価物集団回収（廃品回収）を補填するために実
施するもので、できる限り地域の団体が実施する有価物集団回収をご利用ください。

【資源ごみの碓氷川クリーンセンターへの直接搬入】

古　紙

古着・古布は、濡れるとカビの原因となりリサイクルができなくなりますので、できる限り雨天に出すのはご遠慮く
ださい。雨天でも出す場合は、透明・半透明のビニール袋に入れて、水が入らないようにしっかり封をしてください。
※燃えるごみ指定袋を使用する場合は、燃えるごみと区別するため、袋の見やすい場所に「古着」と書いてください。
※ボタン・ファスナーなどは取らずにそのまま出してください。
※布団類、カーペット、汚れが著しいものなどは出せません。

古　着・古　布

安中市は、ごみの排出量が平均を上回っています

　碓
氷
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
ご
み
焼
却

処
理
施
設
お
よ
び
粗
大
ご
み
処
理
施
設
と
し

て
、
安
中
市
内
で
発
生
す
る
ご
み
の
す
べ
て
が

こ
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に
集
め
ら
れ
、
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　安
中
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で
発
生
し
た
ご
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が
、
ど
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く
ら
い

量
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
の

か
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　安中市は、全国的にも非常にごみの排出量

が多い市です。群馬県が平成29年度の1人1日

あたりごみ総排出量が全国40位、ごみステー

ションに出された燃えるごみ排出量が全国

ワースト1位となっている中で、その平均を

39ｇも上回っています。再利用やリサイクル

を活用し、ごみの減量につとめましょう。

安
中
市
の
ご
み
排
出
量
を
ご
存
知
で
す
か
？

各地区より収集されたごみが、プ
ラットホームで受け入れしていま
す。一般の人からの粗大ごみなども
こちらで受け入れしています。

均等に混ざられたごみは、焼却炉に
移され、焼却されます。焼却により
発生した熱は、碓氷川熱帯植物園で
利用されています。

中央制御室で、焼却状況の確認や火
力の調整などを行っています。

問合せ▶環境政策課廃棄物対策係（☎内線１８８１）  

ごみステーションに出された
1人1日当たり燃えるごみ排出量
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925紙ひもなど 紙袋

ビニール袋 シュレッダー細断紙

4月より燃えないごみの分別が変わ
り、収集区分以外のものは選別して
取り除きます。量が多いので大変で
す。

汚れたものや中身の入ったものはリ
サイクルできません。
軽くすすいで出してください。

燃
え
な
い
ご
み

飲
料
缶（
資
源
）

手作業でキャップを
はずし色分けしたも
のをリサイクル工場
へ出荷します。びん
類のうち約1／3は
キャップ・ふたが付
い た ま ま で す 。
キャップ・ふたは、
はずして不燃物の日
に出してください。

び
ん（
資
源
）

ガラス・せともの類
と鉄類は機械選別で
きるので同じ袋で出
せます。
スプレー缶は穴を開
けずに不燃物と別の
袋に入れて出してく
ださい。

不
燃
物
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１．説明文
（１）この図は、利根川水系碓氷川の水位周知区間

について、水防法の規定により定められた想
定最大規模降雨による洪水浸水想定区域、浸
水した場合に想定される水深を表示した図面
です。

（２）この洪水浸水想定区域図は、現時点の碓氷川
の河道の整備状況、霧積ダムの洪水調節等を
勘案して、想定最大規模降雨に伴う洪水によ
り碓氷川が氾濫した場合の浸水の状況をシ
ミュレーションにより予測したものです。

（３）なお、このシミュレーションの実施にあたっ
ては、支川の決壊による氾濫、シミュレー
ションの前提となる降雨を超える規模の降雨
による氾濫、内水による氾濫等を考慮してい
ませんので、この洪水浸水想定区域に指定さ
れていない区域においても浸水が発生する場
合や、想定される水深が実際の浸水深と異な
る場合があります。

２．基本事項等
（１）作成主体　群馬県県土整備部河川課
（２）指定の根拠法令
　　水防法（昭和24年法律第193号）第14条第1項
（３）対象となる水位周知河川　
　　利根川水系碓氷川（実施区間）
　　　左岸：安中市安中地先（七曲橋）から
　　　　　　高崎市下豊岡町地先（直轄上流端）
　　　右岸：安中市安中地先（七曲橋）から
　　　　　　高崎市乗附町地先（直轄上流端）
（４）指定の前提となる降雨
　　碓氷川流域の48時間総雨量775.8mm
（５）その他
　　詳細な図面については、「群馬県ホームページ」
をご確認ください。

　　URL　https://www.pref.gunma.jp/
　　　　　　　　06/h4010198.html
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・
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に

よ
り
、
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水
浸
水
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定
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域
が

見
直
さ
れ
ま
し
た

利根川水系碓氷川洪水浸水想定区域図（想定最大規模）
※安中市域抜粋

　洪
水
浸
水
想
定
区
域
は
、
水
防
法
に
基
づ
き
、
洪
水
時
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避

難
を
確
保
し
、
ま
た
は
浸
水
を
防
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
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に
よ
る
被
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図
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、
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問合せ▶　危機管理課危機管理係（☎内線１１３５）  本
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１．説明文
（１）この図は、利根川水系碓氷川の水位周知区間

について、水防法の規定により定められた想
定最大規模降雨による洪水浸水想定区域、浸
水した場合に想定される水深を表示した図面
です。

（２）この洪水浸水想定区域図は、現時点の碓氷川
の河道の整備状況、霧積ダムの洪水調節等を
勘案して、想定最大規模降雨に伴う洪水によ
り碓氷川が氾濫した場合の浸水の状況をシ
ミュレーションにより予測したものです。

（３）なお、このシミュレーションの実施にあたっ
ては、支川の決壊による氾濫、シミュレー
ションの前提となる降雨を超える規模の降雨
による氾濫、内水による氾濫等を考慮してい
ませんので、この洪水浸水想定区域に指定さ
れていない区域においても浸水が発生する場
合や、想定される水深が実際の浸水深と異な
る場合があります。

２．基本事項等
（１）作成主体　群馬県県土整備部河川課
（２）指定の根拠法令
　　水防法（昭和24年法律第193号）第14条第1項
（３）対象となる水位周知河川　
　　利根川水系碓氷川（実施区間）
　　　左岸：安中市安中地先（七曲橋）から
　　　　　　高崎市下豊岡町地先（直轄上流端）
　　　右岸：安中市安中地先（七曲橋）から
　　　　　　高崎市乗附町地先（直轄上流端）
（４）指定の前提となる降雨
　　碓氷川流域の48時間総雨量775.8mm
（５）その他
　　詳細な図面については、「群馬県ホームページ」
をご確認ください。

　　URL　https://www.pref.gunma.jp/
　　　　　　　　06/h4010198.html
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係
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１
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本
安
中
市
の
財
政
事
情
の
公
表

　
「
安
中
市
財
政
事
情
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る

条
例
」
に
も
と
づ
き
、
平
成
30
年
10
月
１
日
か
ら
平

成
31
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
の
本
市
の
財
政
事
情
を

公
表
し
ま
す
。

　
　
令
和
元
年
5
月
１
日
　

安
中
市
長

　
　茂
木

　英
子

特別会計
国民健康保険
予 算 額：65億4,815万4,000円
収入済額：61億2,775万7,000円
収 入 率：93.58％
支出済額：59億5,397万9,000円
執 行 率：90.93％

後期高齢者医療
予 算 額：7億8,866万3,000円
収入済額：7億2,540万8,000円
収 入 率：91.98％
支出済額：7億962万円
執 行 率：89.98％

介護保険
予 算 額：64億9,925万8,000円
収入済額：59億7,668万円
収 入 率：91.96％
支出済額：57億1,000万4,000円
執 行 率：87.86％

下水道事業
予 算 額：9億7,886万9,000円
収入済額：8億3,876万6,000円
収 入 率：85.69％
支出済額：7億6,328万円
執 行 率：77.98％

健康増進施設恵みの湯事業
予 算 額：1億9,351万8,000円
収入済額：1億6,575万7,000円
収 入 率：85.65％
支出済額：1億6,350万9,000円
執 行 率：84.49％

特別会計合計
予 算 額：150億846万2,000円
収入済額：138億3,436万8,000円
収 入 率：92.18％
支出済額：133億39万2,000円
執 行 率：88.62％

一般会計

歳　入 予算額 収入計        収入率(%)
10,282,064
3,172,061
3,093,338
2,213,900
1,909,780
1,288,896
1,038,000
478,390
445,337
398,668
700,586

25,021,020

10,498,249
3,217,276
2,532,508
1,107,300
1,084,114
153,910
1,105,324
488,963
445,338
354,868
793,058

21,780,908

102.10
101.43
81.87
50.02
56.77
11.94
106.49
102.21
100.00
89.01
113.20
87.05

9,286,849
3,542,728
2,989,363
2,540,627
2,395,562
1,985,045
871,805
680,551
418,244
241,290
68,956

25,021,020

7,279,149
1,956,681
2,905,840
2,025,586
2,082,609
1,001,525
847,319
564,323
313,030
237,706
24,096

19,237,864

78.38
55.23
97.21
79.73
86.94
50.45
97.19
82.92
74.84
98.51
34.94
76.89

（単位：千円）

　予算額　 250億2,102万円
　収入計　 217億8,090万8,000円
　収入率　 87.05％

歳　出 予算額 支出計        執行率(%)
（単位：千円）

　予算額　 250億2,102万円
　支出計　  192億3,786万4,000円
　執行率　 76.89％

市有財産の状況

※市税負担の状況　市民１人あたり　　181,439円
　　　　　　　　　　　１世帯あたり　426,515円
　（人口：57,861人　世帯数：24,614世帯）

建　物

278,560.20㎡

基　金

94億1,917万8,000円

山　林

9,049,780.37㎡

山林以外

2,530,066.84㎡

証　券

19億2,213万2,000円

車　両

291台

土　地

市 税
地 方 交 付 税
国 庫 支 出 金
市 債
県 支 出 金
繰 入 金
地方消費税交付金
諸 収 入
繰 越 金
使用料及び手数料
そ の 他
合 計

民 生 費
衛 生 費
公 債 費
総 務 費
教 育 費
土 木 費
消 防 費
農林水産業費
商 工 費
議 会 費
そ の 他
合 計

安中市土地開発公社不祥事件
和解20年後の対応について

　平成７年に発覚した安中市土地開発公社の元職員による詐欺事件につきましては、市民の皆様に

大変なご迷惑とご心配をおかけしました。ここに改めて、お詫びを申し上げます。

　その後の裁判により、和解が成立し、平成10年12月、㈱群馬銀行に対して、債務者を安中市土地

開発公社、連帯保証人を安中市として、24億5,000万円の債務が確定しました。

　この和解に基づき、安中市土地開発公社が㈱群馬銀行へ、これまでの20年間で合計８億円を支払

いました。この支払いは、土地開発公社の土地造成販売による利益の中から行われ、連帯保証人で

ある安中市からの支払いは発生しておりません。

　和解から20年目となる平成30年７月から、㈱群馬銀行と協議を重ねて参りました。

　その結果、安中市土地開発公社が毎年12月25日に2,000万円を支払うことで、平成31年３月に合

意となりました。

　現在、安中市土地開発公社の事業および経営は順調に推移しており、返済を続けていくための資

金が十分ありますので、安中市が債務保証による弁済をする必要はありません。

　今後も市民の皆様にご迷惑をかけないよう努めて参ります。

問合せ▶安中市土地開発公社（☎382－1111　☎内線1211）

市債の状況
目的別現在高（単位：千円）

目　的 金　額 割合(%)
土 木 債 2,090,682

4,951,111
12,525,865
4,072,414
5,345,336
28,985,408

7.21
17.08
43.21
14.06
18.44
100.00

教 育 債
臨 時 財 政 対 策 債
そ の 他
特 別 会 計 債

計

借入先別現在高（単位：千円）

借入先
財 務 省 11,521,682

1,599,436
7,733,346
7,698,932
432,012

28,985,408

39.75
5.52
26.68
26.56
1.49

100.00

郵貯・簡保管理機構
地方公共団体金融機構
市 中 銀 行
そ の 他

計

金　額 割合(%)
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本

実
施
期
間
▼

令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で

内
容
▼
風
し
ん
抗
体
検
査（
Ｈ
Ｉ
法
に
よ
る

血
液
検
査
）

※

検
査
費
用
は
無
料
で
す
。

対
象
者
▼

県
内
に
住
所
を
有
す
る
人（
前
橋
市
お
よ
び

高
崎
市
は
除
く
）。

（
１
）妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

（
２
）妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
同
居
者

（
３
）風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
妊
婦
の
同
居

者た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
除
き
ま
す
。

過
去
に
風
し
ん
に
係
る
抗
体
検
査
を
受
け
た

結
果
、
十
分
な
量
の
風
し
ん
の
抗
体
が
あ
る

こ
と
が
判
明
し
、
当
該
予
防
接
種
を
行
う
必

要
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
人

申
請
・
受
診
券
▼

○
検
査
希
望
者
は
、
県
保
健
福
祉
事
務
所

（
県
内
10
カ
所
）に
来
所
し
て
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

○
検
査
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
確
認
し
て
、

風
し
ん
抗
体
検
査
受
診
券
を
交
付
し
ま
す
。

○
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
同
居
者
は
、
妊

娠
を
希
望
す
る
女
性
と
一
緒
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
書
類
▼

○
県
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る

も
の（
運
転
免
許
証
な
ど
）

○
お
持
ち
の
人
は
妊
婦
の
母
子
手
帳

そ
の
他
▼

協
力
医
療
機
関
で
の
み
検
査
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
検
査
に
行
く
前
に
、
協
力
医
療
機
関
に

連
絡
を
し
て
、
予
約
の
必
要
性
の
有
無
、
検

査
日
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

協
力
医
療
機
関
な
ど
不
明
な
点
に
つ
い
て

は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
安

中
保
健
福
祉
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
▼

安
中
保
健
福
祉
事
務
所

（
☎
３
８
１

－

０
３
４
５
）

※

受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

実
施
期
間
▼

令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で

ワ
ク
チ
ン
と
助
成
金
額
▼

（
１
）麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
　
５
，
０
０
０
円

（
２
）風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
　
３
，
０
０
０

円

※

接
種
費
用
か
ら
助
成
金
額
を
差
し
引
い
た

金
額
を
医
療
機
関
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

対
象
者
▼
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
県

が
定
め
た
対
象
者
の
う
ち
風
し
ん
の
抗
体
価

が
低
い
と
診
断
さ
れ
た
人

接
種
場
所
▼

市
内
指
定
医
療
機
関（
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）

申
請
・
予
診
票
配
布
方
法
▼

□本 

健
康
づ
く
り
課
の
窓
口
で
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

助
成
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
い
た

だ
い
た
後
に
、
予
診
票
を
お
渡
し
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
▼

抗
体
検
査
の
結
果
が
記
入
さ
れ
た
も
の
・
印

鑑（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

そ
の
他
▼

※

妊
娠
中
の
女
性
ま
た
は
妊
娠
の
可
能
性
の

あ
る
女
性
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

※

接
種
後
、
２
カ
月
は
妊
娠
を
避
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

健
康
づ
く
り
課
予
防
係
（
☎
内
線
１
１
７
２
）

風
し
ん
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

風
し
ん
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

本
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平
成
31
年
度
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診

査
・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
の
個
別
健
診
は

市
内
の
下
記
医
療
機
関
で
受
診
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す（
個
別
健
診
と
は
、
集
団
健
診
と

同
じ
内
容
の
検
査
を
市
内
の
医
療
機
関
で
実

施
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
）。

　
左
記
に
よ
り
、
希
望
す
る
医
療
機
関
で
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
集
団
健
診
は
、
８
月
５
日
か
ら
始
ま
り
ま

す
。

期
　
　間
▼
６
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で

（
休
診
日
に
つ
い
て
は
各
医
療
機
関
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

料

　
　金
▼
無
料（
約
７
，
０
０
０
円
以
上

か
か
る
健
診
を
年
１
回
無
料
で
受
診
で
き
ま

す
）

健
診
機
関
▼
下
記
の
医
療
機
関

注
意
事
項

◆
受
診
票
・
受
診
券
と
保
険
証
を
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
診
票
・
受
診
券
裏
面
の
質
問
票
は
必
ず

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
診
票
・
受
診
券
は
、
個
別
健
診
・
集
団

健
診
共
通
で
す
。

◆
午
前
中
の
み
の
受
診
と
な
り
ま
す
。

◆
朝
食
を
食
べ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い

（
薬
を
服
用
し
て
い
る
人
は
事
前
に
か
か

り
つ
け
医
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

受
診
票
・
受
診
券
裏
面
の
質
問
票
の
既
往

歴
に
服
用
し
て
い
る
旨
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

く
だ
さ
い
）。

◆
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
を
同
時
に
実
施
し
ま

す（
対
象
者
は
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
を
受

け
た
こ
と
が
な
い
人
）。

◆
個
別
健
診
と
集
団
健
診
の
ど
ち
ら
か
一
方

の
受
診
と
な
り
ま
す
。
重
複
し
て
受
診
し

た
場
合
は
、
あ
と
か
ら
受
け
た
健
診
費
用

は
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

◆
市
外
に
転
出
し
た
場
合
、
ま
た
は
国
民
健

康
保
険（
安
中
市
）を
喪
失
し
た
場
合
は
、

市
か
ら
送
付
し
た
受
診
票
・
受
診
券
で
は

受
診
で
き
ま
せ
ん
。
速
や
か
に
受
診
票
・

受
診
券
を
市
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。
資
格

喪
失
後
に
受
診
し
た
場
合
は
全
額
自
己
負

担
に
な
り
ま
す
。

◆
市
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
人
は
、
健

診
項
目
が
重
複
す
る
た
め
受
診
で
き
ま
せ

ん
。

そ
の
他

◆
４
月
以
降
に
国
民
健
康
保
険（
安
中
市
）・

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
た
人
で

健
康
診
査
の
受
診
を
希
望
す
る
場
合
は
　

国
保
年
金
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◆
事
業
所
な
ど
に
お
勤
め
の
人
で
、
事
業
所

な
ど
が
行
う
健
診
を
受
け
た
場
合
は
、
こ

の
健
診
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
手
数
で
す
が
、
健
診
結
果
を
□本 

国
保
年

金
課
ま
た
は
□松 

住
民
福
祉
課
へ
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

◆
国
民
健
康
保
険（
安
中
市
）・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
以
外
の
健
康
保
険
加
入
者
は
、

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

□本 

ま
ず
は
、
「
風
し
ん
抗
体
検
査
」
を
無
料
で
検
査
で
き
ま
す（
県
事
業
）

　
群
馬
県
で
は
、
風
し
ん
の
感
染
予
防
や
ま
ん
延
防
止
、
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
発
生
の

予
防
を
図
る
た
め
、
風
し
ん
の
予
防
接
種
の
必
要
性
を
判
定
す
る
「
風
し
ん
抗
体
検
査
」
を

県
内
の
協
力
医
療
機
関
に
委
託
し
て
実
施
し
ま
す
。

次
に
、
「
予
防
接
種
」
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す（
市
事
業
）

　
本
市
で
は
、
県
が
実
施
す
る
「
風
し
ん
抗
体
検
査
事
業
」
に
伴
い
、
検
査
後
、
風
し
ん
の

抗
体
価
が
低
い
と
さ
れ
た
人
に
対
し
て
、
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

医療機関名（※印の医療機関は予約が必要です）
ア ミ ヤ 医 院
あ や こ ま ご こ ろ 診 療 所
有 坂 内 科 医 院
い の う え 整 形 外 科 内 科 ク リ ニ ッ ク
い わ い 中 央 ク リ ニ ッ ク
大 貫 ク リ ニ ッ ク
お に か た 医 院
く ろ さ わ 医 院
公 立 碓 氷 病 院
櫻 井 内 科 医 院
さ る や 内 科 医 院
正 田 病 院
城 田 医 院
須 藤 病 院
田 口 医 院
武 井 内 科 循 環 器 科
半 田 内 科 医 院
藤 巻 医 院
堀 口 医 院
本 多 病 院
松 井 田 病 院
み や ぐ ち 医 院
も て き 内 科 医 院

※

※
※
※

※
※
※
※
※
※
※
※

※

※
※

☎385－1511
☎388－1180
☎381－0485
☎380－1717
☎381－2201
☎380－1181
☎385－1351
☎393－5311
☎385－8221
☎385－8551
☎384－3681
☎395－5566（検診予約窓口）
☎385－7858
☎382－3131
☎393－1731 
☎393－1005
☎385－6031
☎393－1324
☎381－0229
☎382－1255
☎393－1301
☎384－1126
☎382－2510
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国
保
年
金
課
国
保
係
（
☎
内
線
１
１
１
３
）

個
別
健
診
が
始
ま
り
ま
し
た

　
　国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
・

　
　
　
　
　
　
　後
期
高
齢
者
健
康
診
査

個
別
健
診
が
始
ま
り
ま
し
た

　
　国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
・

　
　
　
　
　
　
　後
期
高
齢
者
健
康
診
査

本

実
施
期
間
▼

令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で

内
容
▼
風
し
ん
抗
体
検
査（
Ｈ
Ｉ
法
に
よ
る

血
液
検
査
）

※

検
査
費
用
は
無
料
で
す
。

対
象
者
▼

県
内
に
住
所
を
有
す
る
人（
前
橋
市
お
よ
び

高
崎
市
は
除
く
）。

（
１
）妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

（
２
）妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
同
居
者

（
３
）風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
妊
婦
の
同
居

者た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
除
き
ま
す
。

過
去
に
風
し
ん
に
係
る
抗
体
検
査
を
受
け
た

結
果
、
十
分
な
量
の
風
し
ん
の
抗
体
が
あ
る

こ
と
が
判
明
し
、
当
該
予
防
接
種
を
行
う
必

要
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
人

申
請
・
受
診
券
▼

○
検
査
希
望
者
は
、
県
保
健
福
祉
事
務
所

（
県
内
10
カ
所
）に
来
所
し
て
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

○
検
査
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
確
認
し
て
、

風
し
ん
抗
体
検
査
受
診
券
を
交
付
し
ま
す
。

○
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
同
居
者
は
、
妊

娠
を
希
望
す
る
女
性
と
一
緒
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
書
類
▼

○
県
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る

も
の（
運
転
免
許
証
な
ど
）

○
お
持
ち
の
人
は
妊
婦
の
母
子
手
帳

そ
の
他
▼

協
力
医
療
機
関
で
の
み
検
査
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
検
査
に
行
く
前
に
、
協
力
医
療
機
関
に

連
絡
を
し
て
、
予
約
の
必
要
性
の
有
無
、
検

査
日
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

協
力
医
療
機
関
な
ど
不
明
な
点
に
つ
い
て

は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
安

中
保
健
福
祉
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
▼

安
中
保
健
福
祉
事
務
所

（
☎
３
８
１

－

０
３
４
５
）

※

受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

実
施
期
間
▼

令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で

ワ
ク
チ
ン
と
助
成
金
額
▼

（
１
）麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
　
５
，
０
０
０
円

（
２
）風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
　
３
，
０
０
０

円

※

接
種
費
用
か
ら
助
成
金
額
を
差
し
引
い
た

金
額
を
医
療
機
関
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

対
象
者
▼
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
県

が
定
め
た
対
象
者
の
う
ち
風
し
ん
の
抗
体
価

が
低
い
と
診
断
さ
れ
た
人

接
種
場
所
▼

市
内
指
定
医
療
機
関（
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）

申
請
・
予
診
票
配
布
方
法
▼

□本 

健
康
づ
く
り
課
の
窓
口
で
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

助
成
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
い
た

だ
い
た
後
に
、
予
診
票
を
お
渡
し
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
▼

抗
体
検
査
の
結
果
が
記
入
さ
れ
た
も
の
・
印

鑑（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

そ
の
他
▼

※

妊
娠
中
の
女
性
ま
た
は
妊
娠
の
可
能
性
の

あ
る
女
性
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

※

接
種
後
、
２
カ
月
は
妊
娠
を
避
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

健
康
づ
く
り
課
予
防
係
（
☎
内
線
１
１
７
２
）

風
し
ん
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

風
し
ん
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

本

1011

　
平
成
31
年
度
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診

査
・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
の
個
別
健
診
は

市
内
の
下
記
医
療
機
関
で
受
診
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す（
個
別
健
診
と
は
、
集
団
健
診
と

同
じ
内
容
の
検
査
を
市
内
の
医
療
機
関
で
実

施
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
）。

　
左
記
に
よ
り
、
希
望
す
る
医
療
機
関
で
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
集
団
健
診
は
、
８
月
５
日
か
ら
始
ま
り
ま

す
。

期
　
　間
▼
６
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で

（
休
診
日
に
つ
い
て
は
各
医
療
機
関
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

料

　
　金
▼
無
料（
約
７
，
０
０
０
円
以
上

か
か
る
健
診
を
年
１
回
無
料
で
受
診
で
き
ま

す
）

健
診
機
関
▼
下
記
の
医
療
機
関

注
意
事
項

◆
受
診
票
・
受
診
券
と
保
険
証
を
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
診
票
・
受
診
券
裏
面
の
質
問
票
は
必
ず

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
診
票
・
受
診
券
は
、
個
別
健
診
・
集
団

健
診
共
通
で
す
。

◆
午
前
中
の
み
の
受
診
と
な
り
ま
す
。

◆
朝
食
を
食
べ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い

（
薬
を
服
用
し
て
い
る
人
は
事
前
に
か
か

り
つ
け
医
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

受
診
票
・
受
診
券
裏
面
の
質
問
票
の
既
往

歴
に
服
用
し
て
い
る
旨
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

く
だ
さ
い
）。

◆
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
を
同
時
に
実
施
し
ま

す（
対
象
者
は
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
を
受

け
た
こ
と
が
な
い
人
）。

◆
個
別
健
診
と
集
団
健
診
の
ど
ち
ら
か
一
方

の
受
診
と
な
り
ま
す
。
重
複
し
て
受
診
し

た
場
合
は
、
あ
と
か
ら
受
け
た
健
診
費
用

は
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

◆
市
外
に
転
出
し
た
場
合
、
ま
た
は
国
民
健

康
保
険（
安
中
市
）を
喪
失
し
た
場
合
は
、

市
か
ら
送
付
し
た
受
診
票
・
受
診
券
で
は

受
診
で
き
ま
せ
ん
。
速
や
か
に
受
診
票
・

受
診
券
を
市
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。
資
格

喪
失
後
に
受
診
し
た
場
合
は
全
額
自
己
負

担
に
な
り
ま
す
。

◆
市
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
人
は
、
健

診
項
目
が
重
複
す
る
た
め
受
診
で
き
ま
せ

ん
。

そ
の
他

◆
４
月
以
降
に
国
民
健
康
保
険（
安
中
市
）・

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
た
人
で

健
康
診
査
の
受
診
を
希
望
す
る
場
合
は
　

国
保
年
金
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◆
事
業
所
な
ど
に
お
勤
め
の
人
で
、
事
業
所

な
ど
が
行
う
健
診
を
受
け
た
場
合
は
、
こ

の
健
診
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
手
数
で
す
が
、
健
診
結
果
を
□本 

国
保
年

金
課
ま
た
は
□松 

住
民
福
祉
課
へ
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

◆
国
民
健
康
保
険（
安
中
市
）・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
以
外
の
健
康
保
険
加
入
者
は
、

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

□本 

ま
ず
は
、
「
風
し
ん
抗
体
検
査
」
を
無
料
で
検
査
で
き
ま
す（
県
事
業
）

　
群
馬
県
で
は
、
風
し
ん
の
感
染
予
防
や
ま
ん
延
防
止
、
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
発
生
の

予
防
を
図
る
た
め
、
風
し
ん
の
予
防
接
種
の
必
要
性
を
判
定
す
る
「
風
し
ん
抗
体
検
査
」
を

県
内
の
協
力
医
療
機
関
に
委
託
し
て
実
施
し
ま
す
。

次
に
、
「
予
防
接
種
」
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す（
市
事
業
）

　
本
市
で
は
、
県
が
実
施
す
る
「
風
し
ん
抗
体
検
査
事
業
」
に
伴
い
、
検
査
後
、
風
し
ん
の

抗
体
価
が
低
い
と
さ
れ
た
人
に
対
し
て
、
風
し
ん
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

医療機関名（※印の医療機関は予約が必要です）
ア ミ ヤ 医 院
あ や こ ま ご こ ろ 診 療 所
有 坂 内 科 医 院
い の う え 整 形 外 科 内 科 ク リ ニ ッ ク
い わ い 中 央 ク リ ニ ッ ク
大 貫 ク リ ニ ッ ク
お に か た 医 院
く ろ さ わ 医 院
公 立 碓 氷 病 院
櫻 井 内 科 医 院
さ る や 内 科 医 院
正 田 病 院
城 田 医 院
須 藤 病 院
田 口 医 院
武 井 内 科 循 環 器 科
半 田 内 科 医 院
藤 巻 医 院
堀 口 医 院
本 多 病 院
松 井 田 病 院
み や ぐ ち 医 院
も て き 内 科 医 院

※

※
※
※

※
※
※
※
※
※
※
※

※

※
※

☎385－1511
☎388－1180
☎381－0485
☎380－1717
☎381－2201
☎380－1181
☎385－1351
☎393－5311
☎385－8221
☎385－8551
☎384－3681
☎395－5566（検診予約窓口）
☎385－7858
☎382－3131
☎393－1731 
☎393－1005
☎385－6031
☎393－1324
☎381－0229
☎382－1255
☎393－1301
☎384－1126
☎382－2510

50 音順
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1213

生きがい対応型
デイサービス

碓氷峠の森公園
交流館「峠の湯」
利用助成

福祉車両の貸出

日常生活用具
給付等

高齢者おむつ
サービス

高齢者住宅改造
補修費助成

はり・きゅう・
マッサージ
サービス助成

布団乾燥・
丸洗いサービス

介護用車両
購入費等補助

配食サービス
（配食支援事業）

タクシー
料金補助

緊急通報
装置の貸与

在宅訪問
理美容サービス

※愛称名「さわやか
　　ぴんしゃんクラブ」

比較的元気な65歳以上の在宅高齢者（要介護または要支援の認定を受けている
人は除く）を対象として地元の施設を活用し、教養講座、手芸、軽スポーツなどを実
施します。
■月一回の実施で、当日は昼食代として800円が必要です。

日常生活に支障のある在宅高齢者を対象に、在宅生活の維持や介護者の負担軽
減を図ります（介護保険の給付が可能な人は除きます）。
■車椅子やベッドを貸し出します（ベッドの運搬は有料です）。

65歳以上の在宅高齢者であって、防火などの配慮が必要な一人暮らしの人が対象
です（生計中心者の所得税額に応じた費用の負担あります）。
■電磁調理器または自動消火器を給付します。

65歳以上の在宅高齢者で、寝たきりまたは虚弱な一人暮らしの人が対象です。
■生計中心者の所得税額に応じた費用の負担があります。

65歳以上の在宅高齢者のうち、単身で生活する人、高齢者のみで生活する人、日
中独居となる人であって食事の用意をすることが困難な人を対象に、弁当の配達
を通して状況把握と栄養改善を行います。
■昼食について週5回以内で利用できます（利用者負担があります）。

65歳以上の在宅高齢者であって、寝たきりまたは認知症で常時失禁状態にある人
が対象です。
■対象者の所得税額により、紙おむつの給付限度が異なります。
■入院や短期入所などで在宅を離れると、休止または廃止となります。

70歳以上の高齢者が本市と契約している施術所で「はり」、「きゅう」、「マッサージ」
の施術を受ける場合に助成します。
■申請により割引券を交付します（当該年度中に6枚を限度とします）。
■対象者の所得税額によって交付制限があります。

65歳以上の在宅高齢者で、要介護認定（要支援の認定の人は除く）を受けており、
車椅子の使用が見込まれる人を乗車させる介護用車両の購入または車両を改造
する場合に助成します。
■助成額は車の種類により異なります。
■補助金の交付にあたっては、購入または改造の前に申請が必要です。

タクシー以外の交通機関を利用することが困難な高齢者などを対象にタクシー料
金の一部を補助します。
■お住まいの地域により申請窓口が異なりますのでご注意ください。
　（安中地区＝　介護高齢課、松井田地域＝　住民福祉課）

65歳以上の在宅一人暮らしなどの高齢者であって、健康状態や身体状況などの理
由により緊急時の対応に不安がある人を対象に、緊急時に連絡がつながる装置を
貸与します。
■家族をはじめとした協力者を緊急連絡先として登録します。
■固定電話の回線を使用して装置を設置します（固定電話の回線が必要です）。
65歳以上の在宅高齢者で、要介護4または5の人、あるいは要介護認定（要支援の
認定を受けている人は除く）を受けている外出困難で、家族が高齢などの理由で支
援を得られない人を対象にカット（散髪）してもらうことができる券を交付します。
■理容組合・美容組合の協力店が対象者の自宅を訪問してカット（散髪）を実施し

ます。
■利用券を交付します（当該年度中に4枚を限度とします）。

65歳以上の在宅高齢者で、介護保険の認定を受けている人が、在宅生活を維持
するために住宅を改造・改修する場合に助成します（新築および増築の場合は助
成の対象外です）。
■要介護度、世帯構成、生計中心者の所得税額による制限があります。
■助成は対象工事費の6分の5の額です（助成は50万円を限度とします）。

市内の65歳以上の高齢者に対して当該施設の利用料の一部を助成します。
■宴会（事前に予約してあるものに限る）を利用する人、一人につき1,000円を助

成します（当該年度中に5回を限度とします）。

車椅子を使用する要援護高齢者や身体障害者を乗せて通院や買い物に出かける
ための福祉車両を貸し出します。
■ガソリンを満タンにして車両を返却してください。

JA福祉センター
☎090－5217－3336

「峠の湯」
☎380－4000

社会福祉協議会
本所 ☎382－8397
支所 ☎393－3948

介護高齢課
（☎内線1181・
　　　　1182）

住民福祉課
（☎内線2151・
　　　　2152）

事業名 対象者およびサービス内容 申請窓口

本

松

本 松

zoom up

本市で協力隊として、活躍している後藤隊員（写真
左）と南畝隊員（写真右）がこれまでの活動報告を行
いました。今までの成果やこれからの課題、目標な
どの報告があり、安中市をさらに魅力あるまちにし
ようという熱意のこもった報告会となりました。

地域おこし協力隊の
活動が報告されました

3
19

月

日

3
16

月

日

4
18

月

日

3
16

月

日

3
20

月

日

4
2

月

日

秋間梅林にて、梅林ウォーキングが開催され、多く
の人が参加しました。参加者の人たちは満開の梅の
花を見るだけでなく、香りも楽しんでいました。

梅林を堪能しました
小嶋いくさん（東上秋間）が100歳の誕生日を迎えられ
、お祝いの品が手渡されました。これからも元気に
お過ごしください。

100 歳
おめでとうございます

安中市文化センターにて、安中市少年少女合唱団第
24回定期演奏会が開催されました。団員全員が一
丸となって、日々の練習の成果を発揮し、精一杯歌
声を響かせていました。

第24回定期演奏会

ALSOKぐんま総合スポーツセンターにて行われた第8回全日本UJボク
シング大会に出場した皆さん（左写真）と優勝した金井紫南さん（右写
真）が出場と優勝の報告に訪れました。

熱い闘いを繰り広げました

介
護
高
齢
課
高
齢
者
対
策
係
（
☎
内
線
１
１
８
２
）

本
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生きがい対応型
デイサービス

碓氷峠の森公園
交流館「峠の湯」
利用助成

福祉車両の貸出

日常生活用具
給付等

高齢者おむつ
サービス

高齢者住宅改造
補修費助成

はり・きゅう・
マッサージ
サービス助成

布団乾燥・
丸洗いサービス

介護用車両
購入費等補助

配食サービス
（配食支援事業）

タクシー
料金補助

緊急通報
装置の貸与

在宅訪問
理美容サービス

※愛称名「さわやか
　　ぴんしゃんクラブ」

比較的元気な65歳以上の在宅高齢者（要介護または要支援の認定を受けている
人は除く）を対象として地元の施設を活用し、教養講座、手芸、軽スポーツなどを実
施します。
■月一回の実施で、当日は昼食代として800円が必要です。

日常生活に支障のある在宅高齢者を対象に、在宅生活の維持や介護者の負担軽
減を図ります（介護保険の給付が可能な人は除きます）。
■車椅子やベッドを貸し出します（ベッドの運搬は有料です）。

65歳以上の在宅高齢者であって、防火などの配慮が必要な一人暮らしの人が対象
です（生計中心者の所得税額に応じた費用の負担あります）。
■電磁調理器または自動消火器を給付します。

65歳以上の在宅高齢者で、寝たきりまたは虚弱な一人暮らしの人が対象です。
■生計中心者の所得税額に応じた費用の負担があります。

65歳以上の在宅高齢者のうち、単身で生活する人、高齢者のみで生活する人、日
中独居となる人であって食事の用意をすることが困難な人を対象に、弁当の配達
を通して状況把握と栄養改善を行います。
■昼食について週5回以内で利用できます（利用者負担があります）。

65歳以上の在宅高齢者であって、寝たきりまたは認知症で常時失禁状態にある人
が対象です。
■対象者の所得税額により、紙おむつの給付限度が異なります。
■入院や短期入所などで在宅を離れると、休止または廃止となります。

70歳以上の高齢者が本市と契約している施術所で「はり」、「きゅう」、「マッサージ」
の施術を受ける場合に助成します。
■申請により割引券を交付します（当該年度中に6枚を限度とします）。
■対象者の所得税額によって交付制限があります。

65歳以上の在宅高齢者で、要介護認定（要支援の認定の人は除く）を受けており、
車椅子の使用が見込まれる人を乗車させる介護用車両の購入または車両を改造
する場合に助成します。
■助成額は車の種類により異なります。
■補助金の交付にあたっては、購入または改造の前に申請が必要です。

タクシー以外の交通機関を利用することが困難な高齢者などを対象にタクシー料
金の一部を補助します。
■お住まいの地域により申請窓口が異なりますのでご注意ください。
　（安中地区＝　介護高齢課、松井田地域＝　住民福祉課）

65歳以上の在宅一人暮らしなどの高齢者であって、健康状態や身体状況などの理
由により緊急時の対応に不安がある人を対象に、緊急時に連絡がつながる装置を
貸与します。
■家族をはじめとした協力者を緊急連絡先として登録します。
■固定電話の回線を使用して装置を設置します（固定電話の回線が必要です）。
65歳以上の在宅高齢者で、要介護4または5の人、あるいは要介護認定（要支援の
認定を受けている人は除く）を受けている外出困難で、家族が高齢などの理由で支
援を得られない人を対象にカット（散髪）してもらうことができる券を交付します。
■理容組合・美容組合の協力店が対象者の自宅を訪問してカット（散髪）を実施し

ます。
■利用券を交付します（当該年度中に4枚を限度とします）。

65歳以上の在宅高齢者で、介護保険の認定を受けている人が、在宅生活を維持
するために住宅を改造・改修する場合に助成します（新築および増築の場合は助
成の対象外です）。
■要介護度、世帯構成、生計中心者の所得税額による制限があります。
■助成は対象工事費の6分の5の額です（助成は50万円を限度とします）。

市内の65歳以上の高齢者に対して当該施設の利用料の一部を助成します。
■宴会（事前に予約してあるものに限る）を利用する人、一人につき1,000円を助

成します（当該年度中に5回を限度とします）。

車椅子を使用する要援護高齢者や身体障害者を乗せて通院や買い物に出かける
ための福祉車両を貸し出します。
■ガソリンを満タンにして車両を返却してください。

JA福祉センター
☎090－5217－3336

「峠の湯」
☎380－4000

社会福祉協議会
本所 ☎382－8397
支所 ☎393－3948

介護高齢課
（☎内線1181・
　　　　1182）

住民福祉課
（☎内線2151・
　　　　2152）

事業名 対象者およびサービス内容 申請窓口

本

松

本 松

zoom up

本市で協力隊として、活躍している後藤隊員（写真
左）と南畝隊員（写真右）がこれまでの活動報告を行
いました。今までの成果やこれからの課題、目標な
どの報告があり、安中市をさらに魅力あるまちにし
ようという熱意のこもった報告会となりました。

地域おこし協力隊の
活動が報告されました

3
19

月

日

3
16

月

日

4
18

月

日

3
16

月

日

3
20

月

日

4
2

月

日

秋間梅林にて、梅林ウォーキングが開催され、多く
の人が参加しました。参加者の人たちは満開の梅の
花を見るだけでなく、香りも楽しんでいました。

梅林を堪能しました
小嶋いくさん（東上秋間）が100歳の誕生日を迎えられ
、お祝いの品が手渡されました。これからも元気に
お過ごしください。

100 歳
おめでとうございます

安中市文化センターにて、安中市少年少女合唱団第
24回定期演奏会が開催されました。団員全員が一
丸となって、日々の練習の成果を発揮し、精一杯歌
声を響かせていました。

第24回定期演奏会

ALSOKぐんま総合スポーツセンターにて行われた第8回全日本UJボク
シング大会に出場した皆さん（左写真）と優勝した金井紫南さん（右写
真）が出場と優勝の報告に訪れました。

熱い闘いを繰り広げました

介
護
高
齢
課
高
齢
者
対
策
係
（
☎
内
線
１
１
８
２
）

本
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　本市では、市民の皆さんの要望に応じて、市の行政情報および専門知識を有する職員を皆さんが主催する学習
の場の講師として派遣（出前）します。なお、ご利用方法は次のとおりです。ぜひご活用ください。
【対象】市内に在住・在勤・在学する人で構成する10人以上の団体
【日時】休日および祝日を除く午前９時から午後９時までの２時間以内
【会場】市内（会場確保および準備は利用者が行ってください）　【講師料】無料（会場使用料などは除きます）
【申込み】利用予定日の1カ月前までに各担当課へ直接お申し込みください（担当課調整の結果、お受けできない
場合もあります）。申込書は市ホームページに掲載してあります。詳しくは各講座の担当課へお問い合わせくだ
さい。

　
「
ね
え
、
私
の
話
を
聞
い
て
る
？
」

　
母
か
ら
の
言
葉
に
、
は
っ
と
す
る

こ
と
が
あ
っ
た
。
今
ま
で
夢
中
で
気

が
つ
か
な
か
っ
た
の
だ
。
ス
マ
ホ
を

ず
っ
と
の
ぞ
き
込
ん
で
い
た
か
ら
…
。

　
最
近
、
身
の
回
り
で
便
利
な
も
の

が
た
く
さ
ん
増
え
た
。
例
を
挙
げ
る

な
ら
、
ス
マ
ホ
、
Ｐ
Ｃ
、
Ｔ
Ｖ
、
Ａ

Ｉ
な
ど
。
そ
れ
ら
が
社
会
で
広
く
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
必
要
不
可
欠

な
存
在
と
な
っ
た
。
確
か
に
私
も
こ

れ
ら
の
も
の
は
便
利
だ
と
思
う
が
、

果
た
し
て
私
は
ス
マ
ホ
の
お
か
げ
で

生
活
が
豊
か
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
確
か
に
ス
マ
ホ
の
お
か
げ
で
、
電

話
、
メ
ー
ル
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

時
計
や
ア
ラ
ー
ム
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

管
理
だ
っ
て
で
き
る
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
す
れ
ば
調
べ
物
や
買

い
物
だ
っ
て
ボ
タ
ン
一
つ
で
で
き
て

し
ま
う
。
と
て
も
良
い
こ
と
ば
か
り

だ
。
し
か
し
、
注
目
し
て
ほ
し
い
の

は
、
ス
マ
ホ
と
の
「
向
き
合
い
方
」

な
の
だ
。

　
私
の
よ
う
に
、
中
学
校
入
学
と
同

時
に
ス
マ
ホ
を
買
っ
て
も
ら
う
人
は

段
々
増
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
そ
の
時

に
多
く
の
人
が
、
保
護
者
か
ら
「
け

じ
め
を
つ
け
て
使
い
な
さ
い
。
」
と

約
束
さ
せ
ら
れ
る
は
ず
だ
。
私
も
そ

う
だ
っ
た
。
し
か
し
、
使
っ
て
い
る

う
ち
に
段
々
ス
マ
ホ
の
虜
に
な
り
、

気
付
い
た
時
に
は
、
ど
ん
な
時
で
も

ス
マ
ホ
が
無
い
と
落
ち
着
か
な
い
と

い
う
状
態
に
ま
で
陥
っ
て
し
ま
っ
た

の
だ
。
私
は
家
の
人
に
反
抗
し
よ
う

と
か
、
勉
強
な
ん
か
ど
う
で
も
い
い

だ
な
ん
て
少
し
も
思
っ
た
こ
と
が
な

い
。
し
か
し
、
ス
マ
ホ
に
夢
中
に

な
っ
て
い
た
時
期
は
成
績
は
下
が

り
、
部
活
は
集
中
で
き
ず
、
家
族
と

の
会
話
も
減
る
と
い
う
最
低
な
生
活

を
送
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
自
分
が

ま
さ
か
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
な
ん
て

思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。

　
ス
マ
ホ
が
世
の
中
に
普
及
し
て
か

ら
と
い
う
も
の
、
街
を
歩
い
て
も
、

電
車
に
乗
っ
て
も
、
ご
は
ん
を
食
べ

る
時
も
、
そ
し
て
家
に
い
る
時
で
さ

え
、
周
り
の
ほ
と
ん
ど
の
人
が
下
を

向
い
て
い
る
。
誰
か
に
声
を
か
け
ら

れ
る
ま
で
、
ず
っ
と
ス
マ
ホ
を
い

じ
っ
て
い
る
。

　
私
は
「
便
利
」
の
悪
い
点
は
、

「
時
間
を
生
み
出
す
が
、
そ
の
生
み

出
さ
れ
た
時
間
を
別
の
こ
と
に
使
わ

せ
る
。
」
点
だ
と
考
え
る
。

　
便
利
な
も
の
は
仕
事
の
効
率
を
上

げ
て
く
れ
る
。
大
人
数
に
向
か
っ
て

何
か
を
連
絡
し
た
い
場
合
、
ス
マ
ホ

の
お
か
げ
で
今
ま
で
の
携
帯
電
話
よ

り
も
何
倍
も
早
く
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
分
の
余
っ
た
時
間
が
生

ま
れ
る
の
だ
。

　
で
は
、
「
便
利
」
に
よ
っ
て
余
っ

た
時
間
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の

だ
ろ
う
か
。

　
時
間
が
余
る
と
、
人
は
ゆ
と
り
を

感
じ
て
し
ま
う
。
「
便
利
」
を
知
っ

て
し
ま
っ
た
私
た
ち
は
、
時
間
を
有

効
に
使
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
余
っ

た
時
間
を
楽
し
み
に
使
え
る
時
間
と

捉
え
て
し
ま
う
の
だ
。
例
え
や
る
べ

き
事
が
山
積
み
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

も
、
ど
う
し
て
も
後
に
待
っ
て
い
る

苦
労
よ
り
も
、
目
の
前
の
楽
し
い
こ

と
を
優
先
さ
せ
て
し
ま
う
。
気
が
つ

け
ば
、
「
便
利
」
で
生
み
出
さ
れ
た

以
上
の
時
間
を
楽
し
み
に
費
や
し
、

そ
こ
か
ら
後
回
し
に
し
て
い
た
や
る

べ
き
事
を
す
る
と
い
う
悪
循
環
に

陥
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
結
果
的
に
、

自
分
の
首
を
自
分
で
絞
め
て
し
ま
っ

て
い
る
の
だ
。

　
私
は
、
自
分
の
首
を
解
く
た
め

に
、
ス
マ
ホ
を
使
用
す
る
の
を
諦
め

て
保
護
者
に
預
け
る
こ
と
に
し
た
。

私
一
人
の
力
で
は
、
「
便
利
」
の
魅

力
に
勝
つ
こ
と
は
で
き
な
い
と
悟
っ

た
か
ら
だ
。
今
で
は
成
績
も
落
ち
着

き
、
部
活
動
や
家
族
に
対
す
る
姿
勢

も
良
く
な
っ
た
と
自
分
自
身
で
も
感

じ
る
。
だ
が
あ
の
時
期
の
も
っ
た
い

な
い
時
間
の
使
い
方
を
取
り
戻
す
こ

と
は
で
き
な
い
。

　
「
便
利
」
を
全
て
消
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
私
も
高
校
生
に
な
っ
た
ら

ス
マ
ホ
を
返
し
て
も
ら
い
、
友
達
作

り
や
勉
強
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
た
だ
、
今
は
そ
れ
が

で
き
る
力
が
な
い
だ
け
だ
。
「
便

利
」
は
現
代
社
会
に
必
要
不
可
欠
な

存
在
と
な
っ
た
。
「
便
利
」
と
の
共

生
、
そ
れ
こ
そ
が
私
た
ち
が
問
い
か

け
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
な

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
な
た
は

「
便
利
」
を
有
効
に
使
え
て
い
ま
す

か
。
真
の
「
便
利
」
と
は
何
で
す
か
。

今
年
度
の
第
41
回
「
少
年
の
主
張
」

安
中
市
大
会
に
つ
い
て
は
、
P
21
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

生 涯 学 習 だ よ り
安中市教育委員会

“マナビー”

No.156出前講座のご案内

1.  市の行政情報関連講座
No
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29

30

31

32

33

　　　　講　座　名
市のまちづくり
選挙のはなし
情報公開のはなし
防犯について
交通安全講座
防災のキホン
市の財政状況について
我が家の固定資産税は
国保税のしくみ
所得にかかる税金のはなし
戸籍のはなし
国民健康保険のはなし
後期高齢者医療制度のはなし
男女共同参画について
悪徳商法対策
市の環境について
障害者の福祉サービス
やさしい手話
乳幼児の健康管理
介護保険のしくみ
高齢者福祉サービスについて
成年後見制度について
安中市の観光
都市計画のはなし
水のはなし
わたしたちの市議会
農業委員会について
やさしい人権学習
生涯学習のまちづくり

市の文化財について

市内遺跡発掘調査について

安中市の歴史と人物について

レクリエーション教室

　　　　　　　　内　　　　　　容
総合計画を基にした基本方針を説明
選挙のしくみと守るべきルールについて
情報公開制度のしくみについて
防犯対策について
交通安全対策について
災害から命を守るために必要なキホンのお話し
財政事情と予算について
土地と家屋の固定資産税について
国民健康保険税についてのはなし
給料や年金などの収入にかかる税金について
戸籍のしくみについての説明
国民健康保険制度について
後期高齢者医療制度について
男女共同参画社会の実現に向けて
悪徳商法から自分を守るために
環境への取り組みについて
身体障害者・知的障害者の福祉サービスについて
手話体験
乳幼児の健康管理について
介護保険制度のはなし
介護保険対象サービス以外のサービスについて
判断能力が衰えた方の財産や権利を守る制度について
安中市の観光への取り組みについて
都市計画の役割・仕組みについて紹介
命とくらしをささえる水
市議会のしくみと役割について
農業委員会の業務とその役割について
人権問題を扱い、明るいまちづくりについて
生涯学習を通したまちづくりについて

国・県・市指定文化財について

遺跡の紹介と考古資料から見た市の歴史について

市の歴史と市に関係する歴史上の人物について紹介

各種軽スポーツの指導

担当課
企画課
行政課
行政課
危機管理課
危機管理課
危機管理課
財政課
税務課
税務課
税務課
市民課
国保年金課
国保年金課
市民生活課
市民生活課
環境政策課
福祉課
福祉課

健康づくり課
介護高齢課
介護高齢課
介護高齢課
観光課
都市整備課
上水道工務課
議会事務局
農業委員会
生涯学習課
生涯学習課
文化財保護課
（学習の森）
文化財保護課
（学習の森）
文化財保護課
（学習の森）
体育課

内線番号
1021
1040
1040
1130
1130
1130
1051
1060
1060
1060
1101
1113
1118
1139
1207
1882
1151
1151
1170
1186
1181
1193
2622
1211
3121
1352
1451
2240
2240

3420

3421

3420

1907

2.  市職員個人による講座
No
1

　　　　講　座　名
マラソン・ウォーキング教室

　　　　　　　　内　　　　　　容
マラソン・ウォーキング指導

担当課
観光課

内線番号
2622

平
成
30
年
度

　第
40
回
「
少
年
の
主
張
」
群
馬
県
大
会

　優
秀
賞
作
品

「
便
利
と
時
間
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　松
井
田
南
中
学
校

　三
年

　多
胡

　斗
稀
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　本市では、市民の皆さんの要望に応じて、市の行政情報および専門知識を有する職員を皆さんが主催する学習
の場の講師として派遣（出前）します。なお、ご利用方法は次のとおりです。ぜひご活用ください。
【対象】市内に在住・在勤・在学する人で構成する10人以上の団体
【日時】休日および祝日を除く午前９時から午後９時までの２時間以内
【会場】市内（会場確保および準備は利用者が行ってください）　【講師料】無料（会場使用料などは除きます）
【申込み】利用予定日の1カ月前までに各担当課へ直接お申し込みください（担当課調整の結果、お受けできない
場合もあります）。申込書は市ホームページに掲載してあります。詳しくは各講座の担当課へお問い合わせくだ
さい。

　
「
ね
え
、
私
の
話
を
聞
い
て
る
？
」

　
母
か
ら
の
言
葉
に
、
は
っ
と
す
る

こ
と
が
あ
っ
た
。
今
ま
で
夢
中
で
気

が
つ
か
な
か
っ
た
の
だ
。
ス
マ
ホ
を

ず
っ
と
の
ぞ
き
込
ん
で
い
た
か
ら
…
。

　
最
近
、
身
の
回
り
で
便
利
な
も
の

が
た
く
さ
ん
増
え
た
。
例
を
挙
げ
る

な
ら
、
ス
マ
ホ
、
Ｐ
Ｃ
、
Ｔ
Ｖ
、
Ａ

Ｉ
な
ど
。
そ
れ
ら
が
社
会
で
広
く
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
必
要
不
可
欠

な
存
在
と
な
っ
た
。
確
か
に
私
も
こ

れ
ら
の
も
の
は
便
利
だ
と
思
う
が
、

果
た
し
て
私
は
ス
マ
ホ
の
お
か
げ
で

生
活
が
豊
か
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
確
か
に
ス
マ
ホ
の
お
か
げ
で
、
電

話
、
メ
ー
ル
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

時
計
や
ア
ラ
ー
ム
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

管
理
だ
っ
て
で
き
る
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
す
れ
ば
調
べ
物
や
買

い
物
だ
っ
て
ボ
タ
ン
一
つ
で
で
き
て

し
ま
う
。
と
て
も
良
い
こ
と
ば
か
り

だ
。
し
か
し
、
注
目
し
て
ほ
し
い
の

は
、
ス
マ
ホ
と
の
「
向
き
合
い
方
」

な
の
だ
。

　
私
の
よ
う
に
、
中
学
校
入
学
と
同

時
に
ス
マ
ホ
を
買
っ
て
も
ら
う
人
は

段
々
増
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
そ
の
時

に
多
く
の
人
が
、
保
護
者
か
ら
「
け

じ
め
を
つ
け
て
使
い
な
さ
い
。
」
と

約
束
さ
せ
ら
れ
る
は
ず
だ
。
私
も
そ

う
だ
っ
た
。
し
か
し
、
使
っ
て
い
る

う
ち
に
段
々
ス
マ
ホ
の
虜
に
な
り
、

気
付
い
た
時
に
は
、
ど
ん
な
時
で
も

ス
マ
ホ
が
無
い
と
落
ち
着
か
な
い
と

い
う
状
態
に
ま
で
陥
っ
て
し
ま
っ
た

の
だ
。
私
は
家
の
人
に
反
抗
し
よ
う

と
か
、
勉
強
な
ん
か
ど
う
で
も
い
い

だ
な
ん
て
少
し
も
思
っ
た
こ
と
が
な

い
。
し
か
し
、
ス
マ
ホ
に
夢
中
に

な
っ
て
い
た
時
期
は
成
績
は
下
が

り
、
部
活
は
集
中
で
き
ず
、
家
族
と

の
会
話
も
減
る
と
い
う
最
低
な
生
活

を
送
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
自
分
が

ま
さ
か
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
な
ん
て

思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。

　
ス
マ
ホ
が
世
の
中
に
普
及
し
て
か

ら
と
い
う
も
の
、
街
を
歩
い
て
も
、

電
車
に
乗
っ
て
も
、
ご
は
ん
を
食
べ

る
時
も
、
そ
し
て
家
に
い
る
時
で
さ

え
、
周
り
の
ほ
と
ん
ど
の
人
が
下
を

向
い
て
い
る
。
誰
か
に
声
を
か
け
ら

れ
る
ま
で
、
ず
っ
と
ス
マ
ホ
を
い

じ
っ
て
い
る
。

　
私
は
「
便
利
」
の
悪
い
点
は
、

「
時
間
を
生
み
出
す
が
、
そ
の
生
み

出
さ
れ
た
時
間
を
別
の
こ
と
に
使
わ

せ
る
。
」
点
だ
と
考
え
る
。

　
便
利
な
も
の
は
仕
事
の
効
率
を
上

げ
て
く
れ
る
。
大
人
数
に
向
か
っ
て

何
か
を
連
絡
し
た
い
場
合
、
ス
マ
ホ

の
お
か
げ
で
今
ま
で
の
携
帯
電
話
よ

り
も
何
倍
も
早
く
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
分
の
余
っ
た
時
間
が
生

ま
れ
る
の
だ
。

　
で
は
、
「
便
利
」
に
よ
っ
て
余
っ

た
時
間
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の

だ
ろ
う
か
。

　
時
間
が
余
る
と
、
人
は
ゆ
と
り
を

感
じ
て
し
ま
う
。
「
便
利
」
を
知
っ

て
し
ま
っ
た
私
た
ち
は
、
時
間
を
有

効
に
使
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
余
っ

た
時
間
を
楽
し
み
に
使
え
る
時
間
と

捉
え
て
し
ま
う
の
だ
。
例
え
や
る
べ

き
事
が
山
積
み
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

も
、
ど
う
し
て
も
後
に
待
っ
て
い
る

苦
労
よ
り
も
、
目
の
前
の
楽
し
い
こ

と
を
優
先
さ
せ
て
し
ま
う
。
気
が
つ

け
ば
、
「
便
利
」
で
生
み
出
さ
れ
た

以
上
の
時
間
を
楽
し
み
に
費
や
し
、

そ
こ
か
ら
後
回
し
に
し
て
い
た
や
る

べ
き
事
を
す
る
と
い
う
悪
循
環
に

陥
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
結
果
的
に
、

自
分
の
首
を
自
分
で
絞
め
て
し
ま
っ

て
い
る
の
だ
。

　
私
は
、
自
分
の
首
を
解
く
た
め

に
、
ス
マ
ホ
を
使
用
す
る
の
を
諦
め

て
保
護
者
に
預
け
る
こ
と
に
し
た
。

私
一
人
の
力
で
は
、
「
便
利
」
の
魅

力
に
勝
つ
こ
と
は
で
き
な
い
と
悟
っ

た
か
ら
だ
。
今
で
は
成
績
も
落
ち
着

き
、
部
活
動
や
家
族
に
対
す
る
姿
勢

も
良
く
な
っ
た
と
自
分
自
身
で
も
感

じ
る
。
だ
が
あ
の
時
期
の
も
っ
た
い

な
い
時
間
の
使
い
方
を
取
り
戻
す
こ

と
は
で
き
な
い
。

　
「
便
利
」
を
全
て
消
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
私
も
高
校
生
に
な
っ
た
ら

ス
マ
ホ
を
返
し
て
も
ら
い
、
友
達
作

り
や
勉
強
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
た
だ
、
今
は
そ
れ
が

で
き
る
力
が
な
い
だ
け
だ
。
「
便

利
」
は
現
代
社
会
に
必
要
不
可
欠
な

存
在
と
な
っ
た
。
「
便
利
」
と
の
共

生
、
そ
れ
こ
そ
が
私
た
ち
が
問
い
か

け
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
な

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
な
た
は

「
便
利
」
を
有
効
に
使
え
て
い
ま
す

か
。
真
の
「
便
利
」
と
は
何
で
す
か
。

今
年
度
の
第
41
回
「
少
年
の
主
張
」

安
中
市
大
会
に
つ
い
て
は
、
P
21
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

生 涯 学 習 だ よ り
安中市教育委員会

“マナビー”

No.156出前講座のご案内

1.  市の行政情報関連講座
No
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29

30

31

32

33

　　　　講　座　名
市のまちづくり
選挙のはなし
情報公開のはなし
防犯について
交通安全講座
防災のキホン
市の財政状況について
我が家の固定資産税は
国保税のしくみ
所得にかかる税金のはなし
戸籍のはなし
国民健康保険のはなし
後期高齢者医療制度のはなし
男女共同参画について
悪徳商法対策
市の環境について
障害者の福祉サービス
やさしい手話
乳幼児の健康管理
介護保険のしくみ
高齢者福祉サービスについて
成年後見制度について
安中市の観光
都市計画のはなし
水のはなし
わたしたちの市議会
農業委員会について
やさしい人権学習
生涯学習のまちづくり

市の文化財について

市内遺跡発掘調査について

安中市の歴史と人物について

レクリエーション教室

　　　　　　　　内　　　　　　容
総合計画を基にした基本方針を説明
選挙のしくみと守るべきルールについて
情報公開制度のしくみについて
防犯対策について
交通安全対策について
災害から命を守るために必要なキホンのお話し
財政事情と予算について
土地と家屋の固定資産税について
国民健康保険税についてのはなし
給料や年金などの収入にかかる税金について
戸籍のしくみについての説明
国民健康保険制度について
後期高齢者医療制度について
男女共同参画社会の実現に向けて
悪徳商法から自分を守るために
環境への取り組みについて
身体障害者・知的障害者の福祉サービスについて
手話体験
乳幼児の健康管理について
介護保険制度のはなし
介護保険対象サービス以外のサービスについて
判断能力が衰えた方の財産や権利を守る制度について
安中市の観光への取り組みについて
都市計画の役割・仕組みについて紹介
命とくらしをささえる水
市議会のしくみと役割について
農業委員会の業務とその役割について
人権問題を扱い、明るいまちづくりについて
生涯学習を通したまちづくりについて

国・県・市指定文化財について

遺跡の紹介と考古資料から見た市の歴史について

市の歴史と市に関係する歴史上の人物について紹介

各種軽スポーツの指導

担当課
企画課
行政課
行政課
危機管理課
危機管理課
危機管理課
財政課
税務課
税務課
税務課
市民課
国保年金課
国保年金課
市民生活課
市民生活課
環境政策課
福祉課
福祉課

健康づくり課
介護高齢課
介護高齢課
介護高齢課
観光課
都市整備課
上水道工務課
議会事務局
農業委員会
生涯学習課
生涯学習課
文化財保護課
（学習の森）
文化財保護課
（学習の森）
文化財保護課
（学習の森）
体育課

内線番号
1021
1040
1040
1130
1130
1130
1051
1060
1060
1060
1101
1113
1118
1139
1207
1882
1151
1151
1170
1186
1181
1193
2622
1211
3121
1352
1451
2240
2240

3420

3421

3420

1907

2.  市職員個人による講座
No
1

　　　　講　座　名
マラソン・ウォーキング教室

　　　　　　　　内　　　　　　容
マラソン・ウォーキング指導

担当課
観光課

内線番号
2622

平
成
30
年
度

　第
40
回
「
少
年
の
主
張
」
群
馬
県
大
会

　優
秀
賞
作
品

「
便
利
と
時
間
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　松
井
田
南
中
学
校

　三
年

　多
胡

　斗
稀
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安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
第99回

　
近
年
の
日
本
で
は
、
「
女
性
の
社
会
進
出
」
な

ど
の
、
女
性
が
家
庭
か
ら
外
へ
出
て
、
働
く
こ
と

に
つ
い
て
、
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
女
性
が
社

会
に
出
て
働
く
と
い
う
こ
と
に
は
、
賛
否
両
論
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
、
私
が
「
女
性
の
社
会

進
出
」
に
つ
い
て
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
私
の
身
近
で
も
働
い
て
い
る
女
性
は
多
く
い
ま

す
。
例
え
ば
、
学
校
の
先
生
や
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン

ビ
ニ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
様
々
な
お
店
な
ど
で

も
、
多
く
の
女
性
が
働
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私

の
母
も
あ
る
場
所
で
働
い
て
い
ま
す
。
母
は
、
私

が
ま
だ
幼
い
頃
か
ら
そ
の
場
所
で
働
い
て
い
ま
し

た
。
仕
事
が
終
わ
り
、
家
に
帰
宅
し
て
き
た
母
の

姿
は
、
少
し
疲
れ
て
い
る
様
子
の
日
も
あ
り
な
が

ら
も
、
い
つ
も
何
故
だ
か
楽
し
そ
う
で
、
毎
日
い

き
い
き
と
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
一

日
の
終
わ
り
に
も
関
わ
ら
ず
に
、
毎
日
笑
顔
で
い

き
い
き
と
し
て
い
る
の
は
何
故
な
の
だ
ろ
う
か
、

と
考
え
て
み
る
と
、
そ
の
理
由
の
一
つ
に
は
、
母

が
毎
日
仕
事
を
し
て
、
働
く
場
所
が
あ
る
か
ら
な

の
で
は
な
い
か
、
と
私
は
そ
の
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。

　
私
が
毎
日
、
母
や
そ
れ
以
外
で
の
身
近
に
い

る
、
様
々
な
「
働
く
女
性
」
を
見
て
、
私
は
女
性

が
働
く
こ
と
に
つ
い
て
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
働
く
こ
と
で
得
ら
れ
る
も
の
は
、
大
き
い
と
思

い
ま
す
。
働
く
と
い
う
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
反
面
、
気
持
ち
を
新
た
に
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
、
い
き
い
き
と
し
た
心
を
持
つ

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
働
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
知
る
こ
と
の

無
か
っ
た
人
と
も
新
た
な
交
流
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
働
く
こ
と
に
は
様
々
な
良
さ
が

あ
り
、
働
く
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
仕
事
は
生
き

が
い
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
の
身
近
に
い
る
働
く

女
性
た
ち
が
、
毎
日
い
き
い
き
と
し
て
、
輝
い
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
働
く
こ
と
に
や
り
が

い
や
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。

　
近
年
の
日
本
で
は
、
働
く
女
性
た
ち
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
働
く
こ
と
で
の
、
や
り
が
い
や
喜
び

を
感
じ
、
働
く
こ
と
が
生
き
が
い
と
も
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
男
性
だ

け
で
な
く
女
性
に
も
働
き
や
す
い
よ
う
な
社
会
に

な
れ
ば
良
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

女
性
が
働
く
こ
と
へ
の
理
解
が
、
何
よ
り
も
大
切

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

☆
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
、
情
報
の
表
示
時
間
が
限
ら
れ
て
い
る
た

め
、
つ
い
つ
い
商
品
の
印
象
や
お
得
感
ば
か
り
に
気
を
取
ら
れ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
契
約
内
容
や
解
約
条
件
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
定
期
購
入
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
旨
や
定
期
購
入
の
期
間

な
ど
重
要
な
事
項
が
表
示
さ
れ
て
い
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

☆
電
話
で
注
文
す
る
際
に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
定
期
購
入
な
ど
の
契
約
条
件

を
説
明
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
し
っ
か
り
と
話
を
聞
い
て
、
注
文
内

容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
説
明
が
分
か
ら
な
い
場
合
や
契
約
内
容
に
つ

い
て
説
明
が
な
い
場
合
は
自
分
か
ら
確
認
し
、
納
得
し
て
か
ら
注
文
し

ま
し
ょ
う
。

☆
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の
通
信
販
売
で
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の

制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
契
約
条
件
に
よ
っ
て
は
返
品
で
き
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
困
っ
た
と
き
は
、
早
め
に
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

資
料
提
供
：
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

問
合
せ
・
相
談
先
▼
安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
３
８
２

－

２
２
２
８
）

【
事
例
】

　
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
健
康
食
品
を
購
入

し
、
商
品
が
届
い
た
。
そ
の
後
、
何
も
頼
ん
で
い

な
い
の
に
1
カ
月
後
に
同
じ
商
品
が
届
い
た
。
よ

く
確
認
す
る
と
「
定
期
お
届
け
コ
ー
ス
」
に
な
っ

て
い
た
。
こ
れ
以
上
は
要
ら
な
い
の
で
返
品
し
、

定
期
購
入
を
解
約
し
た
い
。

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
も

　
　
注
文
し
た
ら
定
期
購
入
だ
っ
た

問合せ▶　市民生活課市民協働係（☎内線1139）本

【
優
秀
賞
】

働
く
女
性
に
つ
い
て

　
　
　
　松
井
田
東
中
学
校
二
年

　古
田

　蘭

平
成
30
年
度
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
作
文
・
エ
ッ
セ
イ

　入
選
作
品平成30年度

「文化財愛護ポスター」
優秀作品（敬称略）

中島　橙子（第二中学校1年）

　
萩
原
朔
太
郎
、
室
生
犀
星
、
大
手
拓
次
の

３
人
の
詩
人
は
白
秋
を
尊
敬
し
、
彼
の
主
宰

す
る
雑
誌
を
追
っ
て
転
々
と
し
つ
つ
、
次
々

と
詩
を
発
表
し
な
が
ら
成
長
し
て
い
き
ま
し

た
。
「
そ
の
た
め
世
間
で
は
、
私
等
の
ト
リ

オ
を
稱
し
て
『
白
秋
旗
下
の
三
羽
鴉
』
と
呼

ん
だ
。
」
と
朔
太
郎
は
『
藍
色
の
蟇
』
の
跋

文
の
中
で
述
べ
て
い
ま
す
。

　
白
秋
は
明
治
十
八
年（
一
八
八
五
）生
ま

れ
、
朔
太
郎
は
１
つ
年
下
、
拓
次
は
２
つ
年

下
、
犀
星
は
４
つ
年
下
で
し
た
。
犀
星
を
除

く
３
人
は
年
齢
差
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
師
弟

と
い
う
よ
り
む
し
ろ
先
輩
後
輩
と
い
っ
た
関

係
に
近
か
っ
た
よ
う
で
す
。
拓
次
も
日
記
の

中
で
は
「
白
秋
君
」
と
記
し
て
い
た
り
し
ま

す
。
白
秋
の
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
が
早
く
、
文
芸

雑
誌
を
主
宰
す
る
な
ど
編
集
者
と
し
て
の
能

力
に
も
秀
で
て
い
た
た
め
、
３
人
が
そ
れ
を

慕
っ
て
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
白
秋
、
朔
太
郎
、
犀
星
の
３
人
は
い
わ
ゆ

る
「
ウ
マ
が
合
う
」
関
係
で
あ
り
、
相
互
に

交
流
し
親
交
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
白
秋
と
拓
次
は
雑
誌
上
で
結
び
つ
い
た
関

係
で
あ
り
、
拓
次
が
白
秋
宅
を
訪
れ
た
の

は
、
大
正
十
五
年（
一
九
二
六
）で
あ
り
、
白

秋
主
宰
の
雑
誌
『
朱
欒
』
に
詩
を
投
稿
し
て

か
ら
十
五
年
後
の
こ
と
で
し
た
。

だ
よ
り

学
習
の
森

№157

が
ら
す

ひ
き

し
ょ
う

ば
つ

ザ
ン
ボ
ア

ぶ
ん

問合せ▶安中市学習の森 ふるさと学習館
　　　　安中市上間仁田951　Tel. 382－7622　mail : furusato@city.annaka.lg.jp

今だけ！限定！

萩原朔太郎色紙
昭和12年（1937）2月

群馬県立土屋文明記念文学館蔵

安中市のマスコット
キャラクター
こうめちゃん

展
示
片
付
け
の
た
め
６
月
10
日（
月
）・
12
日

（
水
）・
13
日（
木
）は
ふ
る
さ
と
学
習
館
の
み
休

館
で
す
。
生
涯
学
習
施
設
は
通
常
ど
お
り
開
館

し
て
い
ま
す
。

白
秋
旗
下
の
三
羽
鴉

白
秋
旗
下
の
三
羽
鴉

「
安
中
市
学
習
の
森

　ふ
る
さ
と
学
習
館
」

 

登
録
博
物
館
に
！

　
学
習
の
森
ふ
る
さ
と
学
習
館
で
は
、
開
館
以
来
博
物
館
登
録
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
来
ま
し
た
が
、
平
成
31
年
３
月
27
日
に
正
式
に
登
録
博
物
館
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
登
録
に
よ
っ
て
貴
重
な
資
料
の
展
示
な
ど
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
更
に
充
実
し
た
展
示
内
容
で
み
な
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
す
の
で
、
こ
の
夏
も
ぜ
ひ

ふ
る
さ
と
学
習
館
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

企
画
展
「
詩
人
大
手
拓
次

－

孤
独
の
箱
の
な
か
か
ら

－

」

６
月
９
日（
日
）ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

バ
ッ
ジ
や
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
が
つ
く
れ
る
よ
。

あ
そ
び
に
き
て
ね
！
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安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
第99回

　
近
年
の
日
本
で
は
、
「
女
性
の
社
会
進
出
」
な

ど
の
、
女
性
が
家
庭
か
ら
外
へ
出
て
、
働
く
こ
と

に
つ
い
て
、
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
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女
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が
社
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て
働
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と
い
う
こ
と
に
は
、
賛
否
両
論
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あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
、
私
が
「
女
性
の
社
会

進
出
」
に
つ
い
て
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
私
の
身
近
で
も
働
い
て
い
る
女
性
は
多
く
い
ま

す
。
例
え
ば
、
学
校
の
先
生
や
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン

ビ
ニ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
様
々
な
お
店
な
ど
で

も
、
多
く
の
女
性
が
働
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私

の
母
も
あ
る
場
所
で
働
い
て
い
ま
す
。
母
は
、
私

が
ま
だ
幼
い
頃
か
ら
そ
の
場
所
で
働
い
て
い
ま
し

た
。
仕
事
が
終
わ
り
、
家
に
帰
宅
し
て
き
た
母
の

姿
は
、
少
し
疲
れ
て
い
る
様
子
の
日
も
あ
り
な
が

ら
も
、
い
つ
も
何
故
だ
か
楽
し
そ
う
で
、
毎
日
い

き
い
き
と
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
一

日
の
終
わ
り
に
も
関
わ
ら
ず
に
、
毎
日
笑
顔
で
い

き
い
き
と
し
て
い
る
の
は
何
故
な
の
だ
ろ
う
か
、

と
考
え
て
み
る
と
、
そ
の
理
由
の
一
つ
に
は
、
母

が
毎
日
仕
事
を
し
て
、
働
く
場
所
が
あ
る
か
ら
な

の
で
は
な
い
か
、
と
私
は
そ
の
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。

　
私
が
毎
日
、
母
や
そ
れ
以
外
で
の
身
近
に
い

る
、
様
々
な
「
働
く
女
性
」
を
見
て
、
私
は
女
性

が
働
く
こ
と
に
つ
い
て
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
働
く
こ
と
で
得
ら
れ
る
も
の
は
、
大
き
い
と
思

い
ま
す
。
働
く
と
い
う
こ
と
は
大
変
な
こ
と
で
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
反
面
、
気
持
ち
を
新
た
に
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
、
い
き
い
き
と
し
た
心
を
持
つ

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
働
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
知
る
こ
と
の

無
か
っ
た
人
と
も
新
た
な
交
流
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
働
く
こ
と
に
は
様
々
な
良
さ
が

あ
り
、
働
く
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
仕
事
は
生
き

が
い
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
の
身
近
に
い
る
働
く

女
性
た
ち
が
、
毎
日
い
き
い
き
と
し
て
、
輝
い
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
働
く
こ
と
に
や
り
が

い
や
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。

　
近
年
の
日
本
で
は
、
働
く
女
性
た
ち
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
働
く
こ
と
で
の
、
や
り
が
い
や
喜
び

を
感
じ
、
働
く
こ
と
が
生
き
が
い
と
も
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
男
性
だ

け
で
な
く
女
性
に
も
働
き
や
す
い
よ
う
な
社
会
に

な
れ
ば
良
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

女
性
が
働
く
こ
と
へ
の
理
解
が
、
何
よ
り
も
大
切

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

☆
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
、
情
報
の
表
示
時
間
が
限
ら
れ
て
い
る
た

め
、
つ
い
つ
い
商
品
の
印
象
や
お
得
感
ば
か
り
に
気
を
取
ら
れ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
契
約
内
容
や
解
約
条
件
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
定
期
購
入
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
旨
や
定
期
購
入
の
期
間

な
ど
重
要
な
事
項
が
表
示
さ
れ
て
い
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

☆
電
話
で
注
文
す
る
際
に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
定
期
購
入
な
ど
の
契
約
条
件

を
説
明
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
し
っ
か
り
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話
を
聞
い
て
、
注
文
内

容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
説
明
が
分
か
ら
な
い
場
合
や
契
約
内
容
に
つ

い
て
説
明
が
な
い
場
合
は
自
分
か
ら
確
認
し
、
納
得
し
て
か
ら
注
文
し

ま
し
ょ
う
。

☆
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の
通
信
販
売
で
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の

制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
契
約
条
件
に
よ
っ
て
は
返
品
で
き
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
困
っ
た
と
き
は
、
早
め
に
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

資
料
提
供
：
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

問
合
せ
・
相
談
先
▼
安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
３
８
２

－

２
２
２
８
）
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。
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●対 象 者　安中市在住・在勤でパソコン初心者の人
●募集人数　各講座定員12人
　　　　　　（先着順　定員になり次第、締め切ります。）
●場　　所　文化センター　パソコン室（2階）
●受 講 料　無料※テキスト代は実費(各講座により異なります。）
●申込期限　各講座実施日の3日前までにお申し込みください。
●申込方法　6月10日（月）午前9時～　窓口または電話申込にて受付
※氏名、年齢、電話番号、希望講座名をお申し付けください。
※申込期限後の講座変更はご遠慮ください。
※写真取り込み講座には、お手持ちのノートパソコン、デジタルカ

メラ、ケーブル、説明書などの付属品をお持ちください（忘れてし
まった場合、講座に参加できない場合があります）。

※ワード入門・エクセル入門の講座はパソコンの基本操作に慣れて
いる人、キーボード入力ができる人を対象としています。パソコン未経験者は『①パソコンを始めよう（パソコン入門）』へお申し込
みください。

※それぞれ別の講座になります。各講座ごとにお申し込みください。

問合せ　☎３８１－０５８６

安中市文化センター 講習日程

安中市文化センター

初心者パソコン講座　参加者募集

6
月
１
日
か
ら
7
月
15
日
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

講座名
パソコンを
始めよう

（パソコン入門）

｢お知らせ｣
を作ろう

（ワード入門）

出納表・
表を作ろう

（エクセル入門）

写真取り込み
講座

内　容
電源を入れる

～

基本操作

文字の設定

～

挿絵

エクセル用語

～

簡単な表の作成

写真の取り込み

実施期日
7月  8日（月）
　  10日（水）
　  11日（木）
　  12日（金）
7月22日（月）
　  24日（水）
　  25日（木）
　  26日（金）
7月22日（月）
　  24日（水）
　  25日（木）
　  26日（金）

7月13日（土）
　  14日（日）

講座時間
13:00～
16:00
3時間
×4回
9:00～
12:00
3時間
×4回

13:00～
16:00
3時間
×4回
9:00～
16:00
6時間
×2回

安全運転管理者法定講習会
6 月 12 日（水）　9:30～18:00　入場：関係者
問合せ：安中地区安全運転管理者協議会
　　　　（☎382－0211（田中））
初心者パソコン講座
7 月 8・10～12 日、13・14 日
入場：要予約　会場 ： 2 階 パソコン室
問合せ：文化センター（☎381－0586）
市民パソコン教室
6 月 1・6・8・13・15・20・22・27・29　7 月 4 日（木・土）
13:30～15:30　入場：無料　会場 ： 2 階 パソコン室
問合せ：文化センター（☎381－0586）
市民の茶席（裏千家）
6 月 15 日（土）　10:00～　入場：無料　先着 70 人
会場：２階 茶室・和室
問合せ：文化センター（☎381－0586）
絵本読み聞かせ
6 月 22 日（土）　14:00～15:00　入場：無料
会場：図書館幼児コーナー
問合せ：安中市図書館（☎381－0529）

カラオケ発表会
6 月 6 日（木）　開場 9:30　開演 10:00　入場：無料
問合せ：スナックファースト（☎080－1147－4472）
第 41回少年の主張安中市大会
7 月 10 日（水）　開場 13:30　開演 14:00　入場：無料
問合せ：　生涯学習課（☎393－7077）
健康寿命UP教室
6 月 18 日（火）　13:30～
7 月 2 日（火）　13:30～
問合せ：　介護高齢課包括支援センター（☎内線 2157）
宝くじ文化公演　群馬交響楽団コンサート
～憧れのスクリーン・ミュージック～
8 月 10 日（土）　開場 14:30　開演 15:00
チケット販売：6 月 8 日（土）　9:00～
全席自由　前売　一般 2,000 円　高校生以下 1,000 円

（当日券は各 500 円増）
※宝くじ助成による特別料金です。
※未就学児の入場はご遠慮ください。
問合せ：松井田文化会館（☎393－4400）

大
ホ
ー
ル

ホ
ー
ル

松井田文化会館

小
ホ
ー
ル

窓
　口

学
習
室
な
ど

GU I D E 問合せ　☎３９３－４４００

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

本

松

●日　時：7月28日（日）
　　　　　一部：午前11時～（開場：午前10時45分）
　　　　　二部：午後  2時～（開場：午後1時45分）
●上映時間：111分
●料　金：

●会　場：松井田文化会館大ホール
※チケットは6月15日（土）午前9時から販売開始
チケットのお買い求めは、安中市松井田文化会館・安中市文化セン
ター・富岡市かぶら文化ホール各窓口へ。
３歳未満児無料。ただし、お席を必要とする場合は有料となります。

松井田文化会館
夏休みの映画会
ドラえもん　のび太の月面探査記

（C）藤子プロ・小学館・テレビ朝日・シンエイ・ADK 2019

全席自由
前売
800円

当日
1,000円

児
童
手
当
・
特
例
給
付
の

　
　
　
　現
況
届
を
忘
れ
ず
に

　
児
童
手
当
・
特
例
給
付
の
受
給
者
は
、
毎

年
６
月
に
「
現
況
届
」
の
提
出
が
必
要
で

す
。
現
況
届
は
受
給
者
や
児
童
の
状
況
な

ど
、
引
き
続
き
手
当
を
受
け
る
資
格
が
あ
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
届
け
出
を
し
な
い
と
６
月
分
以
降
の
手

当
の
支
給
が
差
止
と
な
り
ま
す
の
で
、
期
限

内
に
ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
期
間
▼
６
月
10
日（
月
）〜
28
日（
金
）

（
土
・
日
は
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
６
月
12
日（
水
）、
19
日（
水
）は
□本
子
ど

も
課
の
み
午
後
７
時
ま
で

提
出
書
類
▼
現
況
届（
６
月
上
旬
に
対
象
者

あ
て
に
郵
送
し
ま
す
）

受
給
者
の
健
康
保
険
証
の
コ
ピ
ー（
安
中
市

の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
不
要
で
す
）

　
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
提
出
す
る
書
類
が

あ
り
ま
す
。

※
公
務
員
の
人
は
勤
務
先
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
制
度
に
つ
い
て
▼
児
童
手
当
に
つ

い
て
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲

載
し
て
い
ま
す（http://w

w
w

.city.annaka.
lg.jp/ikuji/jidouteate.htm

l

）。

受
付
・
問
合
せ
▼

□本 

子
ど
も
課
子
ど
も
育
成
係

（
☎
内
線
１
１
６
１
）

□松 

住
民
福
祉
課
福
祉
子
ど
も
係

（
☎
内
線
２
１
５
３
）

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ（
毛
虫
）を

早
め
に
駆
除
し
ま
し
ょ
う

　
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
主
に
６
〜
７

月
、
８
〜
９
月
の
年
２
回
発
生
し
ま
す
。

第
３
次
男
女
共
同
参
画
計
画
を

　
　
　
　
　
　策
定
し
ま
し
た

　
市
で
は
、
第
２
次
男
女
共
同
参
画
計
画
の

計
画
期
間
が
平
成
30
年
度
で
終
了
し
た
こ
と

に
伴
い
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目

指
し
た
新
た
な
行
動
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。

　
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
第
２
次
計
画
に
お

け
る
取
組
の
評
価
と
、
市
民
、
事
業
者
の
皆

さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
意
識
調
査
結
果

を
踏
ま
え
、
本
市
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
を

明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
働
き
方
改

革
や
職
場
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
推
進
、
防

災
分
野
に
お
け
る
女
性
の
参
画
な
ど
、
新
た

に
取
り
組
む
べ
き
課
題
も
視
野
に
入
れ
、
解

決
す
る
た
め
の
施
策
の
方
向
性
を
定
め
て
い

ま
す
。

　
「
第
３
次
男
女
共
同
参
画
計
画
」
と
「
男

女
共
同
参
画
に
関
す
る
意
識
調
査
結
果
報
告

書
」
は
、
□本
市
民
生
活
課
、
文
化
セ
ン

タ
ー
、
文
化
会
館
、
各
地
区
公
民
館
・
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.city.annaka.
lg.jp

）に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
▼
□本 

市
民
生
活
課
市
民
協
働
係

（
☎
内
線
１
１
３
９
）

　
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
早
期
の

発
見
と
駆
除
が
重
要
で
す
。

　
駆
除
や
防
除
は
地
権
者
の
責
任
と
な
り
、

本
市
で
は
市
有
地
以
外
の
駆
除
は
行
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
個
人
で
駆
除
し
て
い
た
だ
く
か

直
接
専
門
業
者
へ
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
農
地
で
発
生
し
た
場
合
に
は
、
殺

虫
剤（
ス
ミ
チ
オ
ン
）の
配
布
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
左
記
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
農
地
以
外
の
場
所
で
発
生
し
た
場
合
に

は
、
殺
虫
剤
の
配
布
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
□松 

農
林
課
農
政
係

（
☎
内
線
2
6
1
2
）

福
祉
手
当
の
ご
案
内

　
本
市
で
は
次
の
と
お
り
、
児
童
・
福
祉
の

手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
支
給
要
件
を
満

た
し
て
い
て
、
ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
人
は

手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

障
害
児
福
祉
手
当
・
特
別
障
害
者
手
当

　
在
宅
で
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活

に
お
い
て
、
常
時
特
別
な
介
護
を
要
す
る
人

※
障
害
児
福
祉
手
当
は
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
と
併
せ
て
受
給
で
き
ま
す
。

※
受
給
資
格
者
や
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
な

ど
の
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
、
手
当
の
全
部

が
停
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
８
月
に
所
得

状
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
障
害
の
程
度
、
所
得
制
限
限
度
額
な
ど
詳

し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

□本 

福
祉
課
障
害
福
祉
係

（
☎
内
線
１
１
５
９
）

□松 

住
民
福
祉
課
福
祉
子
ど
も
係

（
☎
内
線
２
１
５
３
）

INFORMATION市民
インフォメーション

▲姉妹都市であるカナダ・キンバリー市から市議会議員とご
　家族が来庁しました。

安中市役所　〒379-0192 安中市安中一丁目 23-13 
TEL  382-1111　FAX 381-0503　HP:  http ://www.c i ty .annaka. lg . jp　E-mai l :  kouhou@city .annaka. lg . jp

日本人住民 外国人住民人口と世帯
安 中 地 域
松井田地域

合　計

女 
262

48
310

男 
227

40
267

女    
22,343

6,653
28,996

男    
21,824

6,359
28,183

合　計 57,756人　世帯数 24,626 （平成31年4月末日現在）
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ケ
ジ
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市民の茶席（裏千家）
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8 月 10 日（土）　開場 14:30　開演 15:00
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全席自由　前売　一般 2,000 円　高校生以下 1,000 円

（当日券は各 500 円増）
※宝くじ助成による特別料金です。
※未就学児の入場はご遠慮ください。
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　　　　　二部：午後  2時～（開場：午後1時45分）
●上映時間：111分
●料　金：

●会　場：松井田文化会館大ホール
※チケットは6月15日（土）午前9時から販売開始
チケットのお買い求めは、安中市松井田文化会館・安中市文化セン
ター・富岡市かぶら文化ホール各窓口へ。
３歳未満児無料。ただし、お席を必要とする場合は有料となります。

松井田文化会館
夏休みの映画会
ドラえもん　のび太の月面探査記

（C）藤子プロ・小学館・テレビ朝日・シンエイ・ADK 2019

全席自由
前売
800円

当日
1,000円

児
童
手
当
・
特
例
給
付
の

　
　
　
　現
況
届
を
忘
れ
ず
に

　
児
童
手
当
・
特
例
給
付
の
受
給
者
は
、
毎

年
６
月
に
「
現
況
届
」
の
提
出
が
必
要
で

す
。
現
況
届
は
受
給
者
や
児
童
の
状
況
な

ど
、
引
き
続
き
手
当
を
受
け
る
資
格
が
あ
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
届
け
出
を
し
な
い
と
６
月
分
以
降
の
手

当
の
支
給
が
差
止
と
な
り
ま
す
の
で
、
期
限

内
に
ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
期
間
▼
６
月
10
日（
月
）〜
28
日（
金
）

（
土
・
日
は
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
６
月
12
日（
水
）、
19
日（
水
）は
□本
子
ど

も
課
の
み
午
後
７
時
ま
で

提
出
書
類
▼
現
況
届（
６
月
上
旬
に
対
象
者

あ
て
に
郵
送
し
ま
す
）

受
給
者
の
健
康
保
険
証
の
コ
ピ
ー（
安
中
市

の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
不
要
で
す
）

　
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
提
出
す
る
書
類
が

あ
り
ま
す
。

※
公
務
員
の
人
は
勤
務
先
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
制
度
に
つ
い
て
▼
児
童
手
当
に
つ

い
て
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲

載
し
て
い
ま
す（http://w

w
w

.city.annaka.
lg.jp/ikuji/jidouteate.htm

l

）。

受
付
・
問
合
せ
▼

□本 
子
ど
も
課
子
ど
も
育
成
係

（
☎
内
線
１
１
６
１
）

□松 
住
民
福
祉
課
福
祉
子
ど
も
係

（
☎
内
線
２
１
５
３
）

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ（
毛
虫
）を

早
め
に
駆
除
し
ま
し
ょ
う

　
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
主
に
６
〜
７

月
、
８
〜
９
月
の
年
２
回
発
生
し
ま
す
。

第
３
次
男
女
共
同
参
画
計
画
を

　
　
　
　
　
　策
定
し
ま
し
た

　
市
で
は
、
第
２
次
男
女
共
同
参
画
計
画
の

計
画
期
間
が
平
成
30
年
度
で
終
了
し
た
こ
と

に
伴
い
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目

指
し
た
新
た
な
行
動
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。

　
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
第
２
次
計
画
に
お

け
る
取
組
の
評
価
と
、
市
民
、
事
業
者
の
皆

さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
意
識
調
査
結
果

を
踏
ま
え
、
本
市
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
を

明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
働
き
方
改

革
や
職
場
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
推
進
、
防

災
分
野
に
お
け
る
女
性
の
参
画
な
ど
、
新
た

に
取
り
組
む
べ
き
課
題
も
視
野
に
入
れ
、
解

決
す
る
た
め
の
施
策
の
方
向
性
を
定
め
て
い

ま
す
。

　
「
第
３
次
男
女
共
同
参
画
計
画
」
と
「
男

女
共
同
参
画
に
関
す
る
意
識
調
査
結
果
報
告

書
」
は
、
□本
市
民
生
活
課
、
文
化
セ
ン

タ
ー
、
文
化
会
館
、
各
地
区
公
民
館
・
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.city.annaka.
lg.jp

）に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
▼
□本 

市
民
生
活
課
市
民
協
働
係

（
☎
内
線
１
１
３
９
）

　
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
早
期
の

発
見
と
駆
除
が
重
要
で
す
。

　
駆
除
や
防
除
は
地
権
者
の
責
任
と
な
り
、

本
市
で
は
市
有
地
以
外
の
駆
除
は
行
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
個
人
で
駆
除
し
て
い
た
だ
く
か

直
接
専
門
業
者
へ
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
農
地
で
発
生
し
た
場
合
に
は
、
殺

虫
剤（
ス
ミ
チ
オ
ン
）の
配
布
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
左
記
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
農
地
以
外
の
場
所
で
発
生
し
た
場
合
に

は
、
殺
虫
剤
の
配
布
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
□松 

農
林
課
農
政
係

（
☎
内
線
2
6
1
2
）

福
祉
手
当
の
ご
案
内

　
本
市
で
は
次
の
と
お
り
、
児
童
・
福
祉
の

手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
支
給
要
件
を
満

た
し
て
い
て
、
ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
人
は

手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

障
害
児
福
祉
手
当
・
特
別
障
害
者
手
当

　
在
宅
で
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活

に
お
い
て
、
常
時
特
別
な
介
護
を
要
す
る
人

※
障
害
児
福
祉
手
当
は
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
と
併
せ
て
受
給
で
き
ま
す
。

※
受
給
資
格
者
や
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
な

ど
の
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
、
手
当
の
全
部

が
停
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
８
月
に
所
得

状
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
障
害
の
程
度
、
所
得
制
限
限
度
額
な
ど
詳

し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

□本 

福
祉
課
障
害
福
祉
係

（
☎
内
線
１
１
５
９
）

□松 

住
民
福
祉
課
福
祉
子
ど
も
係

（
☎
内
線
２
１
５
３
）

INFORMATION市民
インフォメーション

▲姉妹都市であるカナダ・キンバリー市から市議会議員とご
　家族が来庁しました。

安中市役所　〒379-0192 安中市安中一丁目 23-13 
TEL  382-1111　FAX 381-0503　HP:  http ://www.c i ty .annaka. lg . jp　E-mai l :  kouhou@city .annaka. lg . jp

日本人住民 外国人住民人口と世帯
安 中 地 域
松井田地域

合　計

女 
262

48
310

男 
227

40
267

女    
22,343

6,653
28,996

男    
21,824

6,359
28,183

合　計 57,756人　世帯数 24,626 （平成31年4月末日現在）
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差
し
押
さ
え
た
不
動
産
を

　
　
　
　
　
　
　
公
売
し
ま
す

ど
な
た
で
も
入
札
に

　
　
　
　
　
　
参
加
で
き
ま
す

　
市
税
の
滞
納
処
分
と
し
て
差
し
押
さ
え
た

不
動
産
を
公
売
し
、
入
札
に
よ
っ
て
売
却
し

ま
す
。
今
回
は
、
土
地
付
建
物
２
件
が
公
売

対
象
で
、
売
却
代
金
は
市
税
に
充
て
ら
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
本
市
で
は
例
年
11
月
に
近
隣
市
町

村
と
合
同
で
不
動
産
公
売
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
本
市
単
独
で
の
不
動
産
公
売

と
な
り
ま
す
。

　
公
売
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
、
よ
り
多
く

の
入
札
・
売
却
と
税

収
確
保
を
目
指
し
ま

す
。
原
則
ど
な
た
で

も
参
加
が
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
詳
細
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

公
売
広
報
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

不
動
産
単
独
公
売
の
概
要

入
札
期
日
▼
7
月
25
日（
木
）

受
付
開
始
：
午
後
1
時

入
札
開
始
：
午
後
2
時

場
所
▼
□本 

3
0
5
会
議
室

そ
の
他
▼
物
件
の
詳
細
と
公
売
参
加
の
手
続

に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た

は
、
□本 

収
納
課
・
□松 

住
民
福
祉
課
に
用
意
し

た
「
公
売
広
報
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

※
直
前
に
公
売
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
事
前
に
公
売
実
施
の
有
無
を
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
﹇
31

－

2
﹈
に
つ
い
て
は
農
地
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
す
で
に
農
地
転
用
の
許
可
手

続
を
了
し
て
い
る
た
め
、
公
売
に
際
し
て

「
農
地
買
受
適
格
証
明
書
」
は
要
し
ま
せ

ん
。

●
夜
間
納
税
窓
口
の
ご
案
内

　
市
役
所
開
庁
時
間
に
納
税
相
談
が
で
き
な

い
人
の
た
め
に
、
左
記
の
通
り
夜
間
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

開
設
日
▼
7
月
1
日（
月
）

時
間
▼
午
後
8
時
ま
で

場
所
▼
□本 

収
納
課

問
合
せ
▼
□本 

収
納
課
収
納
整
理
係

（
☎
内
線
1
0
８
４
）

経
済
セ
ン
サ
ス

　
　
基
礎
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
す
べ
て
の
産
業

分
野
に
お
け
る
事
業
所
の
活
動
状
態
な
ど
の

基
本
的
構
造
を
全
国
お
よ
び
地
域
別
に
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
事
業
所
・
企
業
を
対

象
と
す
る
各
種
統
計
調
査
の
母
集
団
情
報
を

整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
は
、
調
査
員
が
全
国
す
べ
て
の
事
業

所
の
活
動
状
況
を
実
地
に
確
認
し
、
新
た
に

把
握
し
た
事
業
所
な
ど
一
部
の
事
業
所
に
は

調
査
票
を
配
布
す
る
こ
と
に
よ
り
行
い
ま

す
。

　
皆
さ
ま
の
調
査
へ
の
ご
理
解
、
ご
回
答
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

総
務
省
統
計
局
・
群
馬
県
・
安
中
市

問
合
せ
▼
□本 

企
画
課
情
報
統
計
係

（
☎
内
線
1
0
2
3
）

第
41
回

「
少
年
の
主
張
」
安
中
市
大
会

日
時
▼
７
月
10
日（
水
）

受
付
：
午
後
１
時
30
分
　
開
始
：
午
後
２
時

場
所
▼
松
井
田
文
化
会
館
　
大
ホ
ー
ル

発
表
者
▼
市
内
中
学
生
代
表
12
人

　
優
秀
者
３
人
は
西
部
地
区
大
会
に
推
薦
し

ま
す
。

入
場
▼
当
日
の
受
付
で
ど
な
た
で
も
無
料
で

入
場
で
き
ま
す
。

主
催
▼
教
育
委
員
会
、
青
少
年
育
成
推
進
員

連
絡
協
議
会
、
青
少
年
健
全
育
成
会
議

問
合
せ
▼
□松 

生
涯
学
習
課

（
☎
内
線
２
２
４
２
）

「
デ
ー
モ
ン
閣
下
＆
岡
本
知
高
の

『
悪
魔
の
森
の
音
楽
会
』」

チ
ケ
ッ
ト
好
評
販
売
中

日
に
ち
▼
７
月
21
日（
日
）

場
所
▼
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
　
ホ
ー
ル

料
金
▼
前
売
り
　
一
般
　
３
，
０
０
０
円

　
　
　
当
日
　
一
般
　
３
，
５
０
０
円

開
場
▼
午
後
４
時
30
分

開
演
▼
午
後
５
時

チ
ケ
ッ
ト
▼
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
好
評

販
売
中（
電
話
予
約
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
）

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

（
☎
３
８
１

－

０
５
８
６
）

　市民課
休日窓口開設日
6月2日・16日　7月7日

午前８時30 分～正午
業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書の
　発行

本

　こんにちは。安中市地域おこし協力隊の南畝です。
　6月に入り、秋間梅林は梅の収穫時期を迎えます。
　一年で最も大事な時期。ケガなく無事に終えられるよ
う尽力していきます。また、東京で秋間梅林の商品を販
売できる機会もいただくことができました。
　6月6・7・8日に上野駅で行われる産直市に出店しま
す。秋間梅林の梅を使った加工品を販売予定です。
　当日の様子も写真でお届けしたいと思います。
　やりたいこと、やらなければならないこと、自分では
どうにもできないことがたくさんあり、前に進んだ活動
ができているのか不安になることもありますが、周りの
人に、「安中市に来てくれてよかった」と言われる3年
間にできるよう、まだまだ頑張っていきたいです。

地域おこし協力隊
活動報告 Vol.14

INFORMATION市民 INFORMATION市民

単位
１０a
１０a
１ｍ
１箱
１箱
１０a
１０a
１０a
１０a
１０a
６０㎏
６０㎏
１０a
１０a
１０a
１０a
１０a
１０a
１時間
１日

賃金（円）
7,500
6,500
60
450
700
7,500
9,000
8,500
18,000
8,500
800
800
7,500
6,500
8,000
7,500
8,000
30,000
1,500
7,500

種　　別

耕　　　起
代　か　き
畦　塗　り

育苗代

機械植

バインダー
自脱コンバイン
自走式脱穀機
もみすり代
乾　燥　代
耕　　　起
麦まき作業
プ　ラ　ウ
ロータリー
サブソイラー
抜　　　根
オペレーター

入　手　間

芽 出 し
緑 化 苗
植付のみ
施肥田植

田 植 作 業

水 稲 作 業

麦　作　業

耕うん作業

※この賃金は目安ですので、圃場の条件や作業効率などを考慮して、お互いの話し合いで決定してください。

　農繁期に農作業や機械請負をお願いする場合の標準額を定めましたのでお知らせします。
標　準　額 　　　　　摘　　要

機械請負
機械請負
片側機械塗り

機械請負
機械請負（肥料委託者もち）
機械請負（結束縄請負者もち）
機械請負（結束縄請負者もち）

機械請負

機械請負
機械請負
機械請負
機械請負
危険手当含む
８時間

平成31年度農作業標準賃金表安中市賃借料情報
　平成30年1月から12月までに締結（告示）された賃貸
借における賃借料水準（10a当たり）は、以下のとおり
です。

　この「農地賃借料情報」は農地法第52条の規定に基
づき、賃借などの動向を示すため作成したものですの
で目安としてご利用ください。
　実際に農地貸借をする場合の賃借料については、対
象農地の状況などを考慮して、お互いの協議のうえ設
定してください。
問合せ▶　農業委員会事務局（☎内線1452）本 本

区分

田

（水稲）

畑

（普通畑）

畑

（こんにゃく）

基盤整
備状況

整備済

未整備

整備済

未整備

整備済

未整備

平均額
（円）

7,300

7,500

15,600

8,600

16,800

8,600

最高額
（円）

11,100

9,700

20,000

10,700

23,400

10,400

最低額
（円）

4,800

7,000

11,300

3,600

6,900

6,000

問合せ▶　農業委員会事務局（☎内線1452）

売却区
分番号

所在地
最低入札
価額（円）土　地

土地面
積（㎡）

建　物
建物面
積（㎡）

公売保
証金（円）

31－1
板鼻
2丁目
字仲町

2,750,000
宅地
1筆

318.95
建物
1棟

129.74 280,000

31－2
下磯部
字中郷

5,050,000
宅地1筆
・
畑１筆

594
建物1棟
付属
建物1棟

109.12 510,000

内　　　容
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差
し
押
さ
え
た
不
動
産
を

　
　
　
　
　
　
　
公
売
し
ま
す

ど
な
た
で
も
入
札
に

　
　
　
　
　
　
参
加
で
き
ま
す

　
市
税
の
滞
納
処
分
と
し
て
差
し
押
さ
え
た

不
動
産
を
公
売
し
、
入
札
に
よ
っ
て
売
却
し

ま
す
。
今
回
は
、
土
地
付
建
物
２
件
が
公
売

対
象
で
、
売
却
代
金
は
市
税
に
充
て
ら
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
本
市
で
は
例
年
11
月
に
近
隣
市
町

村
と
合
同
で
不
動
産
公
売
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
本
市
単
独
で
の
不
動
産
公
売

と
な
り
ま
す
。

　
公
売
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
、
よ
り
多
く

の
入
札
・
売
却
と
税

収
確
保
を
目
指
し
ま

す
。
原
則
ど
な
た
で

も
参
加
が
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
詳
細
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

公
売
広
報
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

不
動
産
単
独
公
売
の
概
要

入
札
期
日
▼
7
月
25
日（
木
）

受
付
開
始
：
午
後
1
時

入
札
開
始
：
午
後
2
時

場
所
▼
□本 

3
0
5
会
議
室

そ
の
他
▼
物
件
の
詳
細
と
公
売
参
加
の
手
続

に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た

は
、
□本 

収
納
課
・
□松 

住
民
福
祉
課
に
用
意
し

た
「
公
売
広
報
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

※
直
前
に
公
売
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
事
前
に
公
売
実
施
の
有
無
を
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
﹇
31

－

2
﹈
に
つ
い
て
は
農
地
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
す
で
に
農
地
転
用
の
許
可
手

続
を
了
し
て
い
る
た
め
、
公
売
に
際
し
て

「
農
地
買
受
適
格
証
明
書
」
は
要
し
ま
せ

ん
。

●
夜
間
納
税
窓
口
の
ご
案
内

　
市
役
所
開
庁
時
間
に
納
税
相
談
が
で
き
な

い
人
の
た
め
に
、
左
記
の
通
り
夜
間
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

開
設
日
▼
7
月
1
日（
月
）

時
間
▼
午
後
8
時
ま
で

場
所
▼
□本 

収
納
課

問
合
せ
▼
□本 

収
納
課
収
納
整
理
係

（
☎
内
線
1
0
８
４
）

経
済
セ
ン
サ
ス

　
　
基
礎
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
す
べ
て
の
産
業

分
野
に
お
け
る
事
業
所
の
活
動
状
態
な
ど
の

基
本
的
構
造
を
全
国
お
よ
び
地
域
別
に
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
事
業
所
・
企
業
を
対

象
と
す
る
各
種
統
計
調
査
の
母
集
団
情
報
を

整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
は
、
調
査
員
が
全
国
す
べ
て
の
事
業

所
の
活
動
状
況
を
実
地
に
確
認
し
、
新
た
に

把
握
し
た
事
業
所
な
ど
一
部
の
事
業
所
に
は

調
査
票
を
配
布
す
る
こ
と
に
よ
り
行
い
ま

す
。

　
皆
さ
ま
の
調
査
へ
の
ご
理
解
、
ご
回
答
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

総
務
省
統
計
局
・
群
馬
県
・
安
中
市

問
合
せ
▼
□本 

企
画
課
情
報
統
計
係

（
☎
内
線
1
0
2
3
）

第
41
回

「
少
年
の
主
張
」
安
中
市
大
会

日
時
▼
７
月
10
日（
水
）

受
付
：
午
後
１
時
30
分
　
開
始
：
午
後
２
時

場
所
▼
松
井
田
文
化
会
館
　
大
ホ
ー
ル

発
表
者
▼
市
内
中
学
生
代
表
12
人

　
優
秀
者
３
人
は
西
部
地
区
大
会
に
推
薦
し

ま
す
。

入
場
▼
当
日
の
受
付
で
ど
な
た
で
も
無
料
で

入
場
で
き
ま
す
。

主
催
▼
教
育
委
員
会
、
青
少
年
育
成
推
進
員

連
絡
協
議
会
、
青
少
年
健
全
育
成
会
議

問
合
せ
▼
□松 

生
涯
学
習
課

（
☎
内
線
２
２
４
２
）

「
デ
ー
モ
ン
閣
下
＆
岡
本
知
高
の

『
悪
魔
の
森
の
音
楽
会
』」

チ
ケ
ッ
ト
好
評
販
売
中

日
に
ち
▼
７
月
21
日（
日
）

場
所
▼
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
　
ホ
ー
ル

料
金
▼
前
売
り
　
一
般
　
３
，
０
０
０
円

　
　
　
当
日
　
一
般
　
３
，
５
０
０
円

開
場
▼
午
後
４
時
30
分

開
演
▼
午
後
５
時

チ
ケ
ッ
ト
▼
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
好
評

販
売
中（
電
話
予
約
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
）

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

（
☎
３
８
１

－

０
５
８
６
）

　市民課
休日窓口開設日
6月2日・16日　7月7日

午前８時30 分～正午
業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書の
　発行

本

　こんにちは。安中市地域おこし協力隊の南畝です。
　6月に入り、秋間梅林は梅の収穫時期を迎えます。
　一年で最も大事な時期。ケガなく無事に終えられるよ
う尽力していきます。また、東京で秋間梅林の商品を販
売できる機会もいただくことができました。
　6月6・7・8日に上野駅で行われる産直市に出店しま
す。秋間梅林の梅を使った加工品を販売予定です。
　当日の様子も写真でお届けしたいと思います。
　やりたいこと、やらなければならないこと、自分では
どうにもできないことがたくさんあり、前に進んだ活動
ができているのか不安になることもありますが、周りの
人に、「安中市に来てくれてよかった」と言われる3年
間にできるよう、まだまだ頑張っていきたいです。

地域おこし協力隊
活動報告 Vol.14

INFORMATION市民 INFORMATION市民

単位
１０a
１０a
１ｍ
１箱
１箱
１０a
１０a
１０a
１０a
１０a
６０㎏
６０㎏
１０a
１０a
１０a
１０a
１０a
１０a
１時間
１日

賃金（円）
7,500
6,500
60
450
700
7,500
9,000
8,500
18,000
8,500
800
800
7,500
6,500
8,000
7,500
8,000
30,000
1,500
7,500

種　　別

耕　　　起
代　か　き
畦　塗　り

育苗代

機械植

バインダー
自脱コンバイン
自走式脱穀機
もみすり代
乾　燥　代
耕　　　起
麦まき作業
プ　ラ　ウ
ロータリー
サブソイラー
抜　　　根
オペレーター

入　手　間

芽 出 し
緑 化 苗
植付のみ
施肥田植

田 植 作 業

水 稲 作 業

麦　作　業

耕うん作業

※この賃金は目安ですので、圃場の条件や作業効率などを考慮して、お互いの話し合いで決定してください。

　農繁期に農作業や機械請負をお願いする場合の標準額を定めましたのでお知らせします。
標　準　額 　　　　　摘　　要

機械請負
機械請負
片側機械塗り

機械請負
機械請負（肥料委託者もち）
機械請負（結束縄請負者もち）
機械請負（結束縄請負者もち）

機械請負

機械請負
機械請負
機械請負
機械請負
危険手当含む
８時間

平成31年度農作業標準賃金表安中市賃借料情報
　平成30年1月から12月までに締結（告示）された賃貸
借における賃借料水準（10a当たり）は、以下のとおり
です。

　この「農地賃借料情報」は農地法第52条の規定に基
づき、賃借などの動向を示すため作成したものですの
で目安としてご利用ください。
　実際に農地貸借をする場合の賃借料については、対
象農地の状況などを考慮して、お互いの協議のうえ設
定してください。
問合せ▶　農業委員会事務局（☎内線1452）本 本

区分

田

（水稲）

畑

（普通畑）

畑

（こんにゃく）

基盤整
備状況

整備済

未整備

整備済

未整備

整備済

未整備

平均額
（円）

7,300

7,500

15,600

8,600

16,800

8,600

最高額
（円）

11,100

9,700

20,000

10,700

23,400

10,400

最低額
（円）

4,800

7,000

11,300

3,600

6,900

6,000

問合せ▶　農業委員会事務局（☎内線1452）

売却区
分番号

所在地
最低入札
価額（円）土　地

土地面
積（㎡）

建　物
建物面
積（㎡）

公売保
証金（円）

31－1
板鼻
2丁目
字仲町

2,750,000
宅地
1筆

318.95
建物
1棟

129.74 280,000

31－2
下磯部
字中郷

5,050,000
宅地1筆
・
畑１筆

594
建物1棟
付属
建物1棟

109.12 510,000

内　　　容
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申
込
み
・
問
合
せ
▼

□松 

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

（
☎
内
線
2
2
4
3
）

　
昨
年
度
の
成
人
式
の
様
子
が
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
ち

ら
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

一
般
介
護
予
防
教
室

「
軽
が
る
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
」

　
簡
単
な
ス
ト
レ
ッ
チ
や
体
操
・
健
康
講
話

を
行
う
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
い
つ
ま
で
も

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
生
活
す
る

た
め
に
、
楽
し
く
介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま

せ
ん
か
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
　
　
　

日
時
▼

１
、
７
月
12
日（
金
）午
前
10
時
〜
11
時
30
分

２
、
７
月
19
日（
金
）午
前
10
時
〜
11
時
30
分

３
、
７
月
26
日（
金
）午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所
▼
安
中
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座
、
栄
養
士
や
歯

科
衛
生
士
に
よ
る
講
話
な
ど

対
象
者
▼
市
内
在
住
の
概
ね
65
歳
以
上
の
人

で
、
３
日
間
参
加
で
き
る
人

※
運
転
が
で
き
な
い
人
は
送
迎
を
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。
お
申
込
み
の
際
お
伝
え
く
だ

さ
い
。

参
加
費
▼
無
料

持
ち
物
▼
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

定
員
▼
20
人（
先
着
順
）

申
込
期
間
▼
６
月
10
日（
月
）午
前
9
時
〜
７

月
５
日（
金
）

申
込
み
・
問
合
せ
▼

□本 

介
護
高
齢
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
内
線
２
１
５
６
・
２
１
５
７
）

日
本
脳
炎

　
定
期
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
受
け
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

　
特
に
、
特
例
措
置
に
該
当
す
る
年
齢
の
人

は
、
母
子
手
帳
を
も
う
一
度
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

※
左
記
の
対
象
期
間
内
で
あ
れ
ば
無
料（
公

費
負
担
）で
接
種
で
き
ま
す
。

　
日
本
脳
炎
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
接
種

後
の
副
反
応
の
事
例
が
あ
っ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま

で
積
極
的
勧
奨
の
差
し
控
え
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
後
、
新
ワ
ク
チ
ン（
乾
燥
細
胞
培

養
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
）が
導
入
さ
れ
、
積

極
的
な
接
種
勧
奨
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
左
記
の
特
例
措
置
に
該
当
す

る
年
齢
の
人
は
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

（
第
１
期
・
第
２
期
合
わ
せ
て
計
４
回
）を
受

け
る
機
会
を
逃
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
母
子
手
帳
な
ど
を
確
認
し
、
不
足
が

あ
れ
ば
早
め
に
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

お
た
ふ
く
か
ぜ
予
防
接
種

（
任
意
）公
費
助
成
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
本
市
で
は
、
乳
幼
児
の
お
た
ふ
く
か
ぜ
予

防
接
種（
任
意
）に
お
い
て
公
費
助
成
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

対
象
者
▼
満
１
歳
か
ら
５
歳
未
満（
１
歳
の

誕
生
日
か
ら
５
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
）

助
成
回
数
▼
一
人
１
回
の
み
無
料

接
種
場
所
▼
市
内
指
定
医
療
機
関（
詳
細

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

予
診
票
の
配
布
方
法
▼
予
防
接
種
を
希
望
す

る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
□本 

健
康
づ
く
り

課
ま
た
は
□松 

住
民
福
祉
課
の
窓
口
で
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
助
成
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
後
に
、
予
診
票

を
お
渡
し
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
▼
母
子
手
帳
・
印
鑑

（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

問
合
せ
▼
□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
１
１
７
２
）

□松 

住
民
福
祉
課
健
康
介
護
係

（
☎
内
線
２
１
５
１
）

磯
部
簗
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

　
磯
部
温
泉
街
の

中
心
に
流
れ
る
碓

氷
川
を
利
用
し
た

磯
部
簗
が
6
月
8

日（
土
）に
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。
碓
氷

川
の
ほ
と
り
で
簗

場
を
眺
め
な
が

ら
、
新
鮮
な
鮎
料

理
を
お
楽
し
み
い

た
だ
け
ま
す
。
皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

営
業
期
間
▼
6
月
8
日（
土
）〜
9
月
下
旬

（
期
間
中
は
無
休
）

営
業
時
間
▼
平
日
　
午
前
11
時
〜
午
後
5
時

土
日
祝
日
　
午
前
11
時
〜
午
後
6
時

（
午
後
6
時
以
降
の
ご
予
約
の
相
談
可
）

問
合
せ
▼
磯
部
簗（
営
業
期
間
中
）

（
☎
3
8
5

－

6
9
5
9
）

（
一
社
）
安
中
市
観
光
機
構

（
☎
3
2
9

－

6
2
0
3
）

市
民
と
き
め
き
ス
ク
ー
ル

『
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座
〜
多
肉
寄

せ
植
え
を
作
ろ
う
〜
』

受
講
生
募
集

　
毎
回
大
好
評
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座
。
今

回
は
、
『
多
肉
寄
せ
植
え
』
で
す
。
多
彩
な

色
や
独
特
の
形
で
人
気
の
多
肉
植
物
で
す

が
、
寄
せ
植
え
に
す
る
と
さ
ら
に
華
や
か
で

す
。
水
や
り
の
頻
度
も
少
な
く
、
育
て
や
す

い
の
も
魅
力
で
す
。

日
時
▼
６
月
29
日（
土
）午
前
10
時
〜
正
午

（
午
前
９
時
30
分
受
付
開
始
）

場
所
▼
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
玄
関
前

※
雨
天
の
場
合
は
、
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

3
階
大
会
議
室
で
行
い
ま
す
。

参
加
費
▼
２
，
０
０
０
円（
教
材
費
）

※
参
加
費
は
、
当
日
受
付
で
集
金
し
ま
す
。

持
ち
物
▼
移
植
ゴ
テ
・
軍
手
ま
た
は
ビ
ニ
ー

ル
手
袋

募
集
人
数
▼
30
人

募
集
期
間
▼
６
月
４
日（
火
）〜
６
月
18
日

（
火
）た
だ
し
土
、
日
除
く

主
催
▼
安
中
市
生
涯
学
習
プ
ラ
ン
ナ
ー
友
の

会申
込
み
･
問
合
せ
▼

□松 
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

（
☎
内
線
２
２
４
２
）

　
電
話
ま
た
は
窓
口
に
「
氏
名
」
と
「
連
絡

先（
電
話
番
号
）」
を
伝
え
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

安
中
市
景
観
計
画
策
定
委
員
会

公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す

　
本
市
で
は
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
に
あ
た
り
、
景
観
形
成
の
基
本
方
針
や
景

観
計
画
区
域
に
お
け
る
行
為
の
制
限
、
具
体

的
な
方
策
を
示
す
「
安
中
市
景
観
計
画
」
の

策
定
を
行
い
ま
す
。
そ
こ
で
幅
広
い
意
見
を

取
り
入
れ
る
た
め
、
策
定
委
員
会
委
員（
注
）

の
一
部
を
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま

す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
注
）そ
の
ほ
か
の
策
定
委
員
は
、
学
識
経
験

者
や
関
係
団
体
を
代
表
す
る
人
で
構
成
さ
れ

ま
す
。

○
募
集
人
数

・
若
干
名

○
応
募
資
格

・
本
市
在
住
の
市
民

・
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
18
歳
以
上
で
、

平
日
昼
間
開
催
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人

○
任
期

・
令
和
元
年
秋
頃
か
ら
景
観
計
画
の
策
定
が

完
了
す
る
日
ま
で（
概
ね
２
〜
３
年
）

○
会
議

・
１
年
に
２
〜
３
回
程
度
開
催
予
定（
市
条

例
に
基
づ
く
報
酬
を
支
給
）

○
応
募
期
間

・
６
月
３
日（
月
）か
ら
６
月
28
日（
金
）

○
選
考
方
法

・
提
出
さ
れ
た
応
募
申
込
書
を
も
と
に
審
査

し
、
選
考
終
了
後
は
本
人
あ
て
に
通
知
し
ま

す○
提
出
方
法

・
公
募
委
員
応
募
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
□本 

都
市
整
備
課
ま
で
持
参
、
郵

送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
郵
送
は
６
月
28
日（
金
）消
印
有

効
、
持
参
の
場
合
は
平
日（
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時
15
分
）に
限
り
ま
す
。

・
応
募
用
紙
は
□本 

都
市
整
備
課
、
□松 

土
木
課

で
用
意
す
る
ほ
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

景
観
ま
ち
づ
く
り
の
効
果

●
観
光
・
交
流
の
促
進
…
観
光
客
、
来
訪
者

の
増
加
、
宿
泊
客
の
増
加

●
生
活
環
境
の
魅
力
向
上
…
市
民
の
地
域
へ

の
愛
情
、
満
足
度
ア
ッ
プ

●
地
域
産
業
の
振
興
…
景
観
資
源
を
活
か
し

た
商
品
開
発
、
ブ
ラ
ン
ド
化

景
観
計
画
に
定
め
る
主
な
事
項

●
景
観
計
画
区
域

●
景
観
計
画
区
域
に
お
け
る
良
好
な
景
観
の

形
成
に
関
す
る
方
針

●
良
好
な
景
観
の
形
成
の
た
め
の
行
為
の
制

限
に
関
す
る
事
項

●
景
観
重
要
建
造
物
お
よ
び
景
観
重
要
樹
木

の
指
定
の
方
針

問
合
せ
▼
□本 

都
市
整
備
課
計
画
開
発
係

（
☎
内
線
１
２
１
２
）

Ｅ
メ
ー
ル
：toshi@

city.annaka.lg.jp

令
和
２
年
成
人
式

新
成
人
ス
タ
ッ
フ
募
集

　
成
人
式
を
迎
え
る
皆
さ
ん
、
新
成
人
ス

タ
ッ
フ
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
思
い
出

に
残
る
成
人
式
を
自
分
た
ち
の
手
で
作
っ
て

み
た
い
と
思
う
人
は
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

成
人
式
日
程
▼
令
和
2
年
1
月
12
日（
日
）午

前
10
時
開
式
予
定

業
務
内
容
▼
成
人
式
の
企
画
運
営
、
司
会
、

二
十
歳
の
意
見
発
表
な
ど

当
日
の
ほ
か
数
回
の
事
前
打
合
せ
会
議（
第

1
回
目
　
8
月
中
旬
開
催
を
予
定
）

対
象
･
定
員
▼
平
成
11
年
4
月
2
日
生
〜
平

成
12
年
4
月
1
日
生
の
市
内
在
住
ま
た
は
本

市
出
身
の
新
成
人
10
人
程
度

申
込
み
期
限
▼
7
月
12
日（
金
）ま
で
に
電
話

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

2223
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▲平成31年成人式新成人スタッフ

　日が長くなり、1日が長く感じられる様に
なってきました。梅雨の時期がもうすぐそこ
まで来ています。そこで、今月の手話は
【梅】と【雨】です。

解説　人差し指と親指をくっつけた状態の手を口元
に当ててからこめかみに当てる。

解説　開いた状態の手を下に向け2回下に降ろす。
※【梅】【雨】と順に表すと【梅雨】という表現

になります。

手話で伝えよう   Vol.6

（安中市教育長　竹内　徹）

【雨】

【梅】

接
種
区
分

第

１

期

第

２

期

特
例
措
置
①

特
例
措
置
②

対

　
　象

　
　者

生
後
６
ヶ
月
〜
７
歳
６
ヶ
月
に
至
る
ま
で

（
標
準
的
な
接
種
年
齢
は
初
回
：
３
歳
、
追
加
：
４
歳
）

※
３
歳
未
満
は
接
種
量
が
半
分
と
な
り
ま
す

満
９
歳
〜
13
歳
未
満

（
標
準
的
な
接
種
時
期
は
小
学
４
年
生
）

平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
ま
で

※
20
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
と
特
例
措
置
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん

平
成
19
年
４
月
２
日
〜
平
成
21
年
10
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
公
費
で
の
接
種
年
齢
は
満
９
歳
以
上
13
歳
未
満

接

　種

　回

　数

初
回
：
２
回

追
加
：
１
回

１
回

第
１
期（
３
回
）と
第
２

期（
１
回
）の
計
４
回
接

種
の
う
ち
未
接
種
分

第
１
期
の
３
回
接
種
の

う
ち
未
接
種
分
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申
込
み
・
問
合
せ
▼

□松 
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

（
☎
内
線
2
2
4
3
）

　
昨
年
度
の
成
人
式
の
様
子
が
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
ち

ら
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

一
般
介
護
予
防
教
室

「
軽
が
る
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
」

　
簡
単
な
ス
ト
レ
ッ
チ
や
体
操
・
健
康
講
話

を
行
う
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
い
つ
ま
で
も

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
生
活
す
る

た
め
に
、
楽
し
く
介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま

せ
ん
か
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
　
　
　

日
時
▼

１
、
７
月
12
日（
金
）午
前
10
時
〜
11
時
30
分

２
、
７
月
19
日（
金
）午
前
10
時
〜
11
時
30
分

３
、
７
月
26
日（
金
）午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所
▼
安
中
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座
、
栄
養
士
や
歯

科
衛
生
士
に
よ
る
講
話
な
ど

対
象
者
▼
市
内
在
住
の
概
ね
65
歳
以
上
の
人

で
、
３
日
間
参
加
で
き
る
人

※
運
転
が
で
き
な
い
人
は
送
迎
を
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。
お
申
込
み
の
際
お
伝
え
く
だ

さ
い
。

参
加
費
▼
無
料

持
ち
物
▼
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

定
員
▼
20
人（
先
着
順
）

申
込
期
間
▼
６
月
10
日（
月
）午
前
9
時
〜
７

月
５
日（
金
）

申
込
み
・
問
合
せ
▼

□本 
介
護
高
齢
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
内
線
２
１
５
６
・
２
１
５
７
）

日
本
脳
炎

　
定
期
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
受
け
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

　
特
に
、
特
例
措
置
に
該
当
す
る
年
齢
の
人

は
、
母
子
手
帳
を
も
う
一
度
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

※
左
記
の
対
象
期
間
内
で
あ
れ
ば
無
料（
公

費
負
担
）で
接
種
で
き
ま
す
。

　
日
本
脳
炎
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
接
種

後
の
副
反
応
の
事
例
が
あ
っ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま

で
積
極
的
勧
奨
の
差
し
控
え
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
後
、
新
ワ
ク
チ
ン（
乾
燥
細
胞
培

養
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
）が
導
入
さ
れ
、
積

極
的
な
接
種
勧
奨
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
左
記
の
特
例
措
置
に
該
当
す

る
年
齢
の
人
は
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

（
第
１
期
・
第
２
期
合
わ
せ
て
計
４
回
）を
受

け
る
機
会
を
逃
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
母
子
手
帳
な
ど
を
確
認
し
、
不
足
が

あ
れ
ば
早
め
に
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

お
た
ふ
く
か
ぜ
予
防
接
種

（
任
意
）公
費
助
成
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
本
市
で
は
、
乳
幼
児
の
お
た
ふ
く
か
ぜ
予

防
接
種（
任
意
）に
お
い
て
公
費
助
成
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

対
象
者
▼
満
１
歳
か
ら
５
歳
未
満（
１
歳
の

誕
生
日
か
ら
５
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
）

助
成
回
数
▼
一
人
１
回
の
み
無
料

接
種
場
所
▼
市
内
指
定
医
療
機
関（
詳
細

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

予
診
票
の
配
布
方
法
▼
予
防
接
種
を
希
望
す

る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
□本 

健
康
づ
く
り

課
ま
た
は
□松 

住
民
福
祉
課
の
窓
口
で
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
助
成
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
後
に
、
予
診
票

を
お
渡
し
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
▼
母
子
手
帳
・
印
鑑

（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

問
合
せ
▼
□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
１
１
７
２
）

□松 

住
民
福
祉
課
健
康
介
護
係

（
☎
内
線
２
１
５
１
）

磯
部
簗
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

　
磯
部
温
泉
街
の

中
心
に
流
れ
る
碓

氷
川
を
利
用
し
た

磯
部
簗
が
6
月
8

日（
土
）に
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。
碓
氷

川
の
ほ
と
り
で
簗

場
を
眺
め
な
が

ら
、
新
鮮
な
鮎
料

理
を
お
楽
し
み
い

た
だ
け
ま
す
。
皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

営
業
期
間
▼
6
月
8
日（
土
）〜
9
月
下
旬

（
期
間
中
は
無
休
）

営
業
時
間
▼
平
日
　
午
前
11
時
〜
午
後
5
時

土
日
祝
日
　
午
前
11
時
〜
午
後
6
時

（
午
後
6
時
以
降
の
ご
予
約
の
相
談
可
）

問
合
せ
▼
磯
部
簗（
営
業
期
間
中
）

（
☎
3
8
5

－

6
9
5
9
）

（
一
社
）
安
中
市
観
光
機
構

（
☎
3
2
9

－

6
2
0
3
）

市
民
と
き
め
き
ス
ク
ー
ル

『
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座
〜
多
肉
寄

せ
植
え
を
作
ろ
う
〜
』

受
講
生
募
集

　
毎
回
大
好
評
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座
。
今

回
は
、
『
多
肉
寄
せ
植
え
』
で
す
。
多
彩
な

色
や
独
特
の
形
で
人
気
の
多
肉
植
物
で
す

が
、
寄
せ
植
え
に
す
る
と
さ
ら
に
華
や
か
で

す
。
水
や
り
の
頻
度
も
少
な
く
、
育
て
や
す

い
の
も
魅
力
で
す
。

日
時
▼
６
月
29
日（
土
）午
前
10
時
〜
正
午

（
午
前
９
時
30
分
受
付
開
始
）

場
所
▼
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
玄
関
前

※
雨
天
の
場
合
は
、
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

3
階
大
会
議
室
で
行
い
ま
す
。

参
加
費
▼
２
，
０
０
０
円（
教
材
費
）

※
参
加
費
は
、
当
日
受
付
で
集
金
し
ま
す
。

持
ち
物
▼
移
植
ゴ
テ
・
軍
手
ま
た
は
ビ
ニ
ー

ル
手
袋

募
集
人
数
▼
30
人

募
集
期
間
▼
６
月
４
日（
火
）〜
６
月
18
日

（
火
）た
だ
し
土
、
日
除
く

主
催
▼
安
中
市
生
涯
学
習
プ
ラ
ン
ナ
ー
友
の

会申
込
み
･
問
合
せ
▼

□松 

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

（
☎
内
線
２
２
４
２
）

　
電
話
ま
た
は
窓
口
に
「
氏
名
」
と
「
連
絡

先（
電
話
番
号
）」
を
伝
え
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

安
中
市
景
観
計
画
策
定
委
員
会

公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す

　
本
市
で
は
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
に
あ
た
り
、
景
観
形
成
の
基
本
方
針
や
景

観
計
画
区
域
に
お
け
る
行
為
の
制
限
、
具
体

的
な
方
策
を
示
す
「
安
中
市
景
観
計
画
」
の

策
定
を
行
い
ま
す
。
そ
こ
で
幅
広
い
意
見
を

取
り
入
れ
る
た
め
、
策
定
委
員
会
委
員（
注
）

の
一
部
を
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま

す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
、
景
観
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
注
）そ
の
ほ
か
の
策
定
委
員
は
、
学
識
経
験

者
や
関
係
団
体
を
代
表
す
る
人
で
構
成
さ
れ

ま
す
。

○
募
集
人
数

・
若
干
名

○
応
募
資
格

・
本
市
在
住
の
市
民

・
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
18
歳
以
上
で
、

平
日
昼
間
開
催
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人

○
任
期

・
令
和
元
年
秋
頃
か
ら
景
観
計
画
の
策
定
が

完
了
す
る
日
ま
で（
概
ね
２
〜
３
年
）

○
会
議

・
１
年
に
２
〜
３
回
程
度
開
催
予
定（
市
条

例
に
基
づ
く
報
酬
を
支
給
）

○
応
募
期
間

・
６
月
３
日（
月
）か
ら
６
月
28
日（
金
）

○
選
考
方
法

・
提
出
さ
れ
た
応
募
申
込
書
を
も
と
に
審
査

し
、
選
考
終
了
後
は
本
人
あ
て
に
通
知
し
ま

す○
提
出
方
法

・
公
募
委
員
応
募
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
□本 

都
市
整
備
課
ま
で
持
参
、
郵

送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
郵
送
は
６
月
28
日（
金
）消
印
有

効
、
持
参
の
場
合
は
平
日（
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時
15
分
）に
限
り
ま
す
。

・
応
募
用
紙
は
□本 

都
市
整
備
課
、
□松 

土
木
課

で
用
意
す
る
ほ
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

景
観
ま
ち
づ
く
り
の
効
果

●
観
光
・
交
流
の
促
進
…
観
光
客
、
来
訪
者

の
増
加
、
宿
泊
客
の
増
加

●
生
活
環
境
の
魅
力
向
上
…
市
民
の
地
域
へ

の
愛
情
、
満
足
度
ア
ッ
プ

●
地
域
産
業
の
振
興
…
景
観
資
源
を
活
か
し

た
商
品
開
発
、
ブ
ラ
ン
ド
化

景
観
計
画
に
定
め
る
主
な
事
項

●
景
観
計
画
区
域

●
景
観
計
画
区
域
に
お
け
る
良
好
な
景
観
の

形
成
に
関
す
る
方
針

●
良
好
な
景
観
の
形
成
の
た
め
の
行
為
の
制

限
に
関
す
る
事
項

●
景
観
重
要
建
造
物
お
よ
び
景
観
重
要
樹
木

の
指
定
の
方
針

問
合
せ
▼
□本 

都
市
整
備
課
開
発
計
画
係

（
☎
内
線
１
２
１
２
）

Ｅ
メ
ー
ル
：toshi@

city.annaka.gunm
a.jp

令
和
２
年
成
人
式

新
成
人
ス
タ
ッ
フ
募
集

　
成
人
式
を
迎
え
る
皆
さ
ん
、
新
成
人
ス

タ
ッ
フ
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
思
い
出

に
残
る
成
人
式
を
自
分
た
ち
の
手
で
作
っ
て

み
た
い
と
思
う
人
は
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

成
人
式
日
程
▼
令
和
2
年
1
月
12
日（
日
）午

前
10
時
開
式
予
定

業
務
内
容
▼
成
人
式
の
企
画
運
営
、
司
会
、

二
十
歳
の
意
見
発
表
な
ど

当
日
の
ほ
か
数
回
の
事
前
打
合
せ
会
議（
第

1
回
目
　
8
月
中
旬
開
催
を
予
定
）

対
象
･
定
員
▼
平
成
11
年
4
月
2
日
生
〜
平

成
12
年
4
月
1
日
生
の
市
内
在
住
ま
た
は
本

市
出
身
の
新
成
人
10
人
程
度

申
込
み
期
限
▼
7
月
12
日（
金
）ま
で
に
電
話

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
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▲平成31年成人式新成人スタッフ

　日が長くなり、1日が長く感じられる様に
なってきました。梅雨の時期がもうすぐそこ
まで来ています。そこで、今月の手話は
【梅】と【雨】です。

解説　人差し指と親指をくっつけた状態の手を口元
に当ててからこめかみに当てる。

解説　開いた状態の手を下に向け2回下に降ろす。
※【梅】【雨】と順に表すと【梅雨】という表現

になります。

手話で伝えよう   Vol.6

（安中市教育長　竹内　徹）

【雨】

【梅】

接
種
区
分

第

１

期

第

２

期

特
例
措
置
①

特
例
措
置
②

対

　
　象

　
　者

生
後
６
ヶ
月
〜
７
歳
６
ヶ
月
に
至
る
ま
で

（
標
準
的
な
接
種
年
齢
は
初
回
：
３
歳
、
追
加
：
４
歳
）

※
３
歳
未
満
は
接
種
量
が
半
分
と
な
り
ま
す

満
９
歳
〜
13
歳
未
満

（
標
準
的
な
接
種
時
期
は
小
学
４
年
生
）

平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
ま
で

※
20
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
と
特
例
措
置
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん

平
成
19
年
４
月
２
日
〜
平
成
21
年
10
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
公
費
で
の
接
種
年
齢
は
満
９
歳
以
上
13
歳
未
満

接

　種

　回

　数

初
回
：
２
回

追
加
：
１
回

１
回

第
１
期（
３
回
）と
第
２

期（
１
回
）の
計
４
回
接

種
の
う
ち
未
接
種
分

第
１
期
の
３
回
接
種
の

う
ち
未
接
種
分
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相 談 案 内 ６月１日 ▼７月１５日
行　　事　　名

● 市民パソコン教室
　 文化センター　13:30～15:30
● 第 61 回水道週間（～6/7）
● 浄水場開放
　久保井戸浄水場　10:00～15:00

● 家庭教育カウンセリング講座①
　文化センター　10:00～12:00
● 体育施設利用者調整会議（7～ 9 月）
　旧安中市屋外施設
　□ス　　 18:30 ～
　旧松井田町屋内外施設
　□松　　 18:30 ～
● 体育施設利用者調整会議（7～ 9 月）
　旧安中市屋内施設
　□ス　　 18:30 ～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

● 磯部簗オープン
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30
● 宝くじ文化公演　群馬交響楽団コ
　ンサート チケット発売
● あんなか防災フェア 2019
　文化会館　13:00～16:00

● 第２回安中市議会定例会
　開会（予定）　9:00～
● 家庭教育カウンセリング講座②
　文化センター　10:00～12:00
● 市民パソコン教室
　 文化センター　13:30～15:30

● 市民の茶席
　文化センター　10:00～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30
● ドラえもん のび太の月面探査機
　チケット発売

恵みの湯  　　6/4・18　7/2
峠の湯  　　6/11・25　7/9
鉄道文化むら  　　6/4・11・18・25　7/2・9
文化センター（※は図書館のみ休館です）
  　　6/4・11・18・25・28※
  　　7/2・9
文化会館  　　6/3・10・17・24・30
  　　7/1・8
碓氷川熱帯植物園  　　6/4・11・18・25　7/2・9

スポーツセンター（※は温水プールのみ休業です）
   6/3・10※・17・24※
   7/1・8※
学習の森（※はふるさと学習館のみ休館です）
   6/4・10※・11・12※・13※・
   18・25　7/2・9
いきいき長寿センター 6/3・10・17・24
   7/1・8・15

日

1

2

3
4
5

6

7
8

9

10
11
12
13

14
15

日
16
17

18

19

20

21

22

23
24

25

26

27

28
29

30

曜日
日
月

火

水

木

金

土

日
月

火

水

木

金
土

日

行　　事　　名

● 第２回安中市議会定例会
　総務文教常任委員会（予定）9:00～
● 第２回安中市議会定例会
　福祉民生常任委員会（予定）9:00～
● 第２回安中市議会定例会
　経済建設常任委員会（予定）9:00～
● 家庭教育カウンセリング講座③
　文化センター　10:00～12:00
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30
● 第２回安中市議会定例会
　一般質問（予定）　9:00～
● 手作り酵素作り
　くつろぎの郷　10:00～
● 草木染め
　くつろぎの郷　13:30～
● 絵本読み聞かせ　
　安中市図書館　14:00～15:00
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

● 第２回安中市議会定例会
　一般質問（予定）　9:00～
● 第 7 回農業委員会総会
　201 会議室　11:00～
● 第２回安中市議会定例会
　閉会（予定）　9:00～
● 家庭教育カウンセリング講座④
　文化センター　10:00～12:00
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30
● 市民ときめきスクール｢多肉寄せ植え｣
　文化センター　10:00～12:00
● 市民フリーブロー大会
　松井田体育館　9:00～

● 初心者パソコン講座
　パソコンを始めよう（パソコン入門）
　9:00～12:00
　「お知らせ」を作ろう（ワード入門）
　13:00～16:00
　文化センター
● 家庭教育カウンセリング初級講座④
　文化センター　10:00～12:00
● 初心者パソコン講座
　パソコンを始めよう（パソコン入門）
　9:00～12:00
　「お知らせ」を作ろう（ワード入門）
　13:00～16:00
　文化センター
● おもしろ科学教室
　「木登りテントウムシを作ろう」
　文化センター　9:30～12:00

行事カレンダー 6月１日 ▼７月１５日
曜日

月
火
水
木

金
土
日
月

火
水

木

金

土

日

月・祝

日

1
2
3
4

5
6
7
8

9
10

11

12

13

14

15

行　　事　　名

● 家庭教育カウンセリング講座⑤
　文化センター　10:00～12:00
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

● 初心者パソコン講座
　パソコンを始めよう（パソコン入門）
　文化センター　13:00～16:00

● 第 41 回｢少年の主張｣安中市大会
　松井田文化会館　14:00～17:00
● 初心者パソコン講座
　パソコンを始めよう（パソコン入門）
　文化センター　13:00～16:00
● 少年の主張安中大会
　9:00～17:00
● 家庭教育カウンセリング講座⑥
　文化センター　10:00～12:00
● 初心者パソコン講座
　パソコンを始めよう（パソコン入門）
　文化センター　13:00～16:00
● 夏の県民交通安全運動（7/11～20）
● 家庭教育カウンセリング講座⑦
　文化センター　10:00～12:00
● 初心者パソコン講座
　パソコンを始めよう（パソコン入門）
　文化センター　13:00～16:00
● 初心者パソコン講座
　写真取り込み講座
　文化センター　9:00～16:00
● 初心者パソコン講座
　写真取り込み講座
　文化センター　9:00～16:00

6 月 7 月
曜日

土

日

月
火
水

木

金
土

日

月
火
水
木

金
土

休館のご案内
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行政相談

相談内容 場所・日時 予約・問合せ

人権相談

家庭児童相談
（電話相談・面接相談）

□本　　 6/6・20　7/4　9 時～11 時 30 分
□松  6/3　7/1　13 時 30 分～16 時

□本　　 ・□松  6/3　13 時 30 分～ 16 時
（受付 15 時 30 分まで）［特設相談日］ 

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 要電話予約　□本　　 子ども課（☎382－8005）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）
要電話予約　□本　　 税務課（☎内線 1061）

ヌアリーベ（☎380－5385）

要電話予約　□松  青少年センター（☎393－4777）
メール相談（seishonen@city.annaka.lg.jp）

要電話予約　□本　　 介護高齢課（☎内線 1189）
　　　　　　□松  （☎内線 2156）

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

要電話予約　安中交通安全協会（☎382－0211）
（会員対象）

要電話予約　ぐんま若者サポートステーション
（☎027－233－2330）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分

□松  青少年センター　月・火・水・金曜日
（祝日を除く）　9 時～14 時

月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時 30 分

安中交通安全協会
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

□本　　 6/4　7/2　10 時～12 時

健康相談
（生活習慣病・育児・栄養相談など）

障害者相談
（知的・身体障害者相談）

精神障害者相談

青少年相談
（電話相談・面接相談）

介護相談・認知症相談
（電話相談・面接相談）

生活困窮に関する相談
（生活支援相談窓口）

心配ごと相談

交通事故相談

若者就職活動個別相談

妊婦健康相談
（母子手帳交付）

無料法律相談

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 市民生活課（☎内線 1207）□本　　  6/7・21　7/5　13 時～16 時

□本　　 6/4・18　7/2　13 時 30 分～16 時

□本　　 6/6　7/4　13 時～16 時

月～土曜日（祝日を除く）10 時～18 時

地域福祉支援センター　第 2 木曜日

労働相談
無料税務相談

（6月1日～7月15日） 上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。【安中市管工事協同組合☎３８５－４４０１】 

業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ
㈱群馬水工 382－9433
㈲入沢電気商会 382－1609
㈲内堀設備工事 393－0157
㈲金子屋商店 393－0332
㈲黒須設備工業 381－1148
群栄工業㈱ 393－1012
児玉工業㈲ 393－3118
㈲佐藤商店 395－2323
佐藤燃料㈱ 381－1111
㈲渋谷設備 381－1262
㈲ジーワイ燃設 382－2891
㈲須藤工業 388－1178
㈲武美工業 382－5061

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

㈲田中工作所 385－4126
㈱半田組　　　　　   385－8374
㈲福美商事 381－0293
㈲松本住設 385－6278
㈱茂木設備 381－6616
㈲山田タイル工業 381－0075
㈱ヤマハチ・クボニワ   381－0435
㈱ユタカ　　　　　   385－7647
オオカワラ住器 382－1987
㈱反町備工 384－2058
第一設備工業㈲ 385－8769
㈱フェニックス 382－5262
㈱白坂工業 382－4710

６　　月 ７　　月
給水管修理当番業者

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日

15・22・5
11・26・18
21・25・19
24・20・23
10・2・6
17・9・3
13・1・4
16・12・7
14・22・8
15・26・5
11・25・18
21・20・19
24・2・23
10・9・6
17・1・3

13・12・4
16・22・7
14・26・8
15・25・5
11・20・18
21・2・19
24・9・23
10・1・6
17・12・3
13・22・4
16・26・7
14・25・8
15・20・5
11・2・18
21・9・19

24・1・23
10・12・6
17・22・3
13・26・4
16・25・7
14・20・8
15・2・5
11・9・18
21・1・19
24・12・23
10・22・6
17・26・3
13・25・4
16・20・7
14・2・8

□本　　 福祉課（☎内線 1155）

地域福祉支援センター（☎382－8397）

安中市 DV 電話相談（☎329－6646）配偶者・恋人などからの暴力
（DV・デート DV）に関する相談

月・火・木・金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時

消費生活センター（☎382－2228）消費生活センター（□本　　 敷地内）
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時消費生活相談

※毎週月曜日は市民交通安全日、毎月１日は県民交通安全日です。
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相 談 案 内 ６月１日 ▼７月１５日
行　　事　　名

● 市民パソコン教室
　 文化センター　13:30～15:30
● 第 61 回水道週間（～6/7）
● 浄水場開放
　久保井戸浄水場　10:00～15:00

● 家庭教育カウンセリング講座①
　文化センター　10:00～12:00
● 体育施設利用者調整会議（7～ 9 月）
　旧安中市屋外施設
　□ス　　 18:30 ～
　旧松井田町屋内外施設
　□松　　 18:30 ～
● 体育施設利用者調整会議（7～ 9 月）
　旧安中市屋内施設
　□ス　　 18:30 ～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

● 磯部簗オープン
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30
● 宝くじ文化公演　群馬交響楽団コ
　ンサート チケット発売
● あんなか防災フェア 2019
　文化会館　13:00～16:00

● 第２回安中市議会定例会
　開会（予定）　9:00～
● 家庭教育カウンセリング講座②
　文化センター　10:00～12:00
● 市民パソコン教室
　 文化センター　13:30～15:30

● 市民の茶席
　文化センター　10:00～
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30
● ドラえもん のび太の月面探査機
　チケット発売

恵みの湯  　　6/4・18　7/2
峠の湯  　　6/11・25　7/9
鉄道文化むら  　　6/4・11・18・25　7/2・9
文化センター（※は図書館のみ休館です）
  　　6/4・11・18・25・28※
  　　7/2・9
文化会館  　　6/3・10・17・24・30
  　　7/1・8
碓氷川熱帯植物園  　　6/4・11・18・25　7/2・9

スポーツセンター（※は温水プールのみ休業です）
   6/3・10※・17・24※
   7/1・8※
学習の森（※はふるさと学習館のみ休館です）
   6/4・10※・11・12※・13※・
   18・25　7/2・9
いきいき長寿センター 6/3・10・17・24
   7/1・8・15

日

1

2

3
4
5

6

7
8

9

10
11
12
13

14
15

日
16
17

18

19

20

21

22

23
24

25

26

27

28
29

30

曜日
日
月

火

水

木

金

土

日
月

火

水

木

金
土

日

行　　事　　名

● 第２回安中市議会定例会
　総務文教常任委員会（予定）9:00～
● 第２回安中市議会定例会
　福祉民生常任委員会（予定）9:00～
● 第２回安中市議会定例会
　経済建設常任委員会（予定）9:00～
● 家庭教育カウンセリング講座③
　文化センター　10:00～12:00
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30
● 第２回安中市議会定例会
　一般質問（予定）　9:00～
● 手作り酵素作り
　くつろぎの郷　10:00～
● 草木染め
　くつろぎの郷　13:30～
● 絵本読み聞かせ　
　安中市図書館　14:00～15:00
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

● 第２回安中市議会定例会
　一般質問（予定）　9:00～
● 第 7 回農業委員会総会
　201 会議室　11:00～
● 第２回安中市議会定例会
　閉会（予定）　9:00～
● 家庭教育カウンセリング講座④
　文化センター　10:00～12:00
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30
● 市民ときめきスクール｢多肉寄せ植え｣
　文化センター　10:00～12:00
● 市民フリーブロー大会
　松井田体育館　9:00～

● 初心者パソコン講座
　パソコンを始めよう（パソコン入門）
　9:00～12:00
　「お知らせ」を作ろう（ワード入門）
　13:00～16:00
　文化センター
● 家庭教育カウンセリング初級講座④
　文化センター　10:00～12:00
● 初心者パソコン講座
　パソコンを始めよう（パソコン入門）
　9:00～12:00
　「お知らせ」を作ろう（ワード入門）
　13:00～16:00
　文化センター
● おもしろ科学教室
　「木登りテントウムシを作ろう」
　文化センター　9:30～12:00

行事カレンダー 6月１日 ▼７月１５日
曜日

月
火
水
木

金
土
日
月

火
水

木

金

土

日

月・祝

日

1
2
3
4

5
6
7
8

9
10

11

12

13

14

15

行　　事　　名

● 家庭教育カウンセリング講座⑤
　文化センター　10:00～12:00
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

● 初心者パソコン講座
　パソコンを始めよう（パソコン入門）
　文化センター　13:00～16:00

● 第 41 回｢少年の主張｣安中市大会
　松井田文化会館　14:00～17:00
● 初心者パソコン講座
　パソコンを始めよう（パソコン入門）
　文化センター　13:00～16:00
● 少年の主張安中大会
　9:00～17:00
● 家庭教育カウンセリング講座⑥
　文化センター　10:00～12:00
● 初心者パソコン講座
　パソコンを始めよう（パソコン入門）
　文化センター　13:00～16:00
● 夏の県民交通安全運動（7/11～20）
● 家庭教育カウンセリング講座⑦
　文化センター　10:00～12:00
● 初心者パソコン講座
　パソコンを始めよう（パソコン入門）
　文化センター　13:00～16:00
● 初心者パソコン講座
　写真取り込み講座
　文化センター　9:00～16:00
● 初心者パソコン講座
　写真取り込み講座
　文化センター　9:00～16:00

6 月 7 月
曜日

土

日

月
火
水

木

金
土

日

月
火
水
木

金
土

休館のご案内

INFORMATION市民 INFORMATION市民

行政相談

相談内容 場所・日時 予約・問合せ

人権相談

家庭児童相談
（電話相談・面接相談）

□本　　 6/6・20　7/4　9 時～11 時 30 分
□松  6/3　7/1　13 時 30 分～16 時

□本　　 ・□松  6/3　13 時 30 分～ 16 時
（受付 15 時 30 分まで）［特設相談日］ 

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 要電話予約　□本　　 子ども課（☎382－8005）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）
要電話予約　□本　　 税務課（☎内線 1061）

ヌアリーベ（☎380－5385）

要電話予約　□松  青少年センター（☎393－4777）
メール相談（seishonen@city.annaka.lg.jp）

要電話予約　□本　　 介護高齢課（☎内線 1189）
　　　　　　□松  （☎内線 2156）

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

要電話予約　安中交通安全協会（☎382－0211）
（会員対象）

要電話予約　ぐんま若者サポートステーション
（☎027－233－2330）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分

□松  青少年センター　月・火・水・金曜日
（祝日を除く）　9 時～14 時

月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時 30 分

安中交通安全協会
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

□本　　 6/4　7/2　10 時～12 時

健康相談
（生活習慣病・育児・栄養相談など）

障害者相談
（知的・身体障害者相談）

精神障害者相談

青少年相談
（電話相談・面接相談）

介護相談・認知症相談
（電話相談・面接相談）

生活困窮に関する相談
（生活支援相談窓口）

心配ごと相談

交通事故相談

若者就職活動個別相談

妊婦健康相談
（母子手帳交付）

無料法律相談

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 市民生活課（☎内線 1207）□本　　  6/7・21　7/5　13 時～16 時

□本　　 6/4・18　7/2　13 時 30 分～16 時

□本　　 6/6　7/4　13 時～16 時

月～土曜日（祝日を除く）10 時～18 時

地域福祉支援センター　第 2 木曜日

労働相談
無料税務相談

（6月1日～7月15日） 上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。【安中市管工事協同組合☎３８５－４４０１】 

業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ
㈱群馬水工 382－9433
㈲入沢電気商会 382－1609
㈲内堀設備工事 393－0157
㈲金子屋商店 393－0332
㈲黒須設備工業 381－1148
群栄工業㈱ 393－1012
児玉工業㈲ 393－3118
㈲佐藤商店 395－2323
佐藤燃料㈱ 381－1111
㈲渋谷設備 381－1262
㈲ジーワイ燃設 382－2891
㈲須藤工業 388－1178
㈲武美工業 382－5061

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

㈲田中工作所 385－4126
㈱半田組　　　　　   385－8374
㈲福美商事 381－0293
㈲松本住設 385－6278
㈱茂木設備 381－6616
㈲山田タイル工業 381－0075
㈱ヤマハチ・クボニワ   381－0435
㈱ユタカ　　　　　   385－7647
オオカワラ住器 382－1987
㈱反町備工 384－2058
第一設備工業㈲ 385－8769
㈱フェニックス 382－5262
㈱白坂工業 382－4710

６　　月 ７　　月
給水管修理当番業者

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日

15・22・5
11・26・18
21・25・19
24・20・23
10・2・6
17・9・3
13・1・4
16・12・7
14・22・8
15・26・5
11・25・18
21・20・19
24・2・23
10・9・6
17・1・3

13・12・4
16・22・7
14・26・8
15・25・5
11・20・18
21・2・19
24・9・23
10・1・6
17・12・3
13・22・4
16・26・7
14・25・8
15・20・5
11・2・18
21・9・19

24・1・23
10・12・6
17・22・3
13・26・4
16・25・7
14・20・8
15・2・5
11・9・18
21・1・19
24・12・23
10・22・6
17・26・3
13・25・4
16・20・7
14・2・8

□本　　 福祉課（☎内線 1155）

地域福祉支援センター（☎382－8397）

安中市 DV 電話相談（☎329－6646）配偶者・恋人などからの暴力
（DV・デート DV）に関する相談

月・火・木・金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時

消費生活センター（☎382－2228）消費生活センター（□本　　 敷地内）
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時消費生活相談

※毎週月曜日は市民交通安全日、毎月１日は県民交通安全日です。



安中市の公式ツイッターをご利用ください。
https://twitter.com/Annaka_City

みんな元気で　いきいき暮らせる　市民総働のまち　あんなか
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昭和、平成、そして令和と3時代を駆け抜けてきた

岸谷香の楽曲たち。

プリンセス プリンセスの楽曲や岸谷香の最新ソロ作品を

ピアノとアコースティックギターでお届けします。

※2歳以下膝上無料、ただし席を必要とする場合は有料

開　　場▶午後3時　　開　　演▶午後3時30分

チケット▶6月1日（土）午前9時から松井田文化会館窓口で

　　　　　販売開始

※電話でのお申し込みは6月1日（土）午後1時から

※チケットのお求めは1人4枚まで（発売初日のみ）

問合せ▶安中市松井田文化会館（☎393－4400）  

安中市のごみ排出量を
ご存知ですか？

岸谷　香
KAORI PARADISE 2019

9月14日（土）
安中市松井田文化会館　大ホール
全席指定　前売 4,500円
　　　　　当日 5,000円
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に
、
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
の
配
布

ス
タ
ッ
フ
が
市
内
の
全
世
帯
に
無
料
で

配
布
し
て
回
り
ま
す
。

　ぜ
ひ
、
日
常
生
活
に
お
役
立
て
く
だ

さ
い
。

広　告 広　告

広　告


